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コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
成
長
戦
略
の
要

最
大
限
の
活
用
で

強
靱
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

エネルギーレジリエンス向上における
コージェネの役割

コージェネレーション・エネルギー高度利用センター（ACEJ）は2014年2月12日、東京・丸の内の東京国際フォーラムで
「コージェネレーション・エネルギー高度利用シンポジウム 2014」を開催した。新財団設立後、シンポジウム開催3回目と
なる今回のテーマは「エネルギーレジリエンス向上におけるコージェネの役割～次世代エネルギーインフラの構築を目指
して～」。産官学の著名有識者による講演やパネルディスカッションを通して、コージェネレーション（熱電併給）システムを
最大限に活用し、またスマートコミュニティを構築することによってレジリエンス（強靭さ）向上を目指す最新の取り組みを
紹介し、エネルギーインフラのあり方について活発に意見を交わした。出席者は400人以上に上った。

　

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
・
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
、エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
は
大
幅
な
見
直
し
を
迫

ら
れ
て
い
る
。大
規
模
一
辺
倒
だ
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
、コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱
電
併
給
）シ
ス
テ

ム
な
ど
の
分
散
型
と
共
存
す
る
シ
ス

テ
ム
へ
と
変
え
な
が
ら
、強
靱
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
が
、今
後
の
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
度
利
用
セ
ン
タ
ー（
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｊ
）が
２
０
１
４
年
2
月
12
日
に
東

京
・
丸
の
内
で
開
催
し
た「
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
度
利
用

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

２
０
１
４
」の
テ
ー
マ

は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上

に
お
け
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
役
割
〜
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
を

目
指
し
て
〜
」。開
会
挨
拶
で
柏
木
孝

夫
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｊ
理
事
長
は
、「
震
災
後
、エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
が
起
き
つ
つ
あ
る
中
で
、発
電
す
る

だ
け
で
な
く
熱
も
有
効
活
用
で
き
、総

合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
コ
ー
ジ
ェ

ネ
に
対
し
政
権
も
熱
い
視
線
を
寄
せ

て
い
る
」と
指
摘
。エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

の
規
制
改
革
を
盛
り
込
ん
だ「
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」は
、安
倍
晋
三
政
権

が
進
め
る「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」の
成
長

戦
略
の
柱
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
そ
の
要
に
な
る
と
期

待
を
寄
せ
た
。「
２
０
３
０
年
に
は
、我

が
国
の
電
源
構
成
の
中
で
現
在
は
全

体
の
4
％
に
過
ぎ
な
い
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
30
％
を
占
め
、そ
の
半
分
の

15
％
を
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
占
め
る
よ
う

に
な
る
」と
い
う
青
写
真
を
示
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
挨
拶
し
た
経
済
産
業

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
審
議
官
の
後

藤
収
氏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
改

革
の
一
環
と
し
て
、こ
れ
か
ら
第
2
弾
、

※本特集は、日経BP社のウェブサイト「日経ビジネスオンライン スペシャル：熱電併給 エネルギーインフラの未来」
　http://special.nikkeibp.co.jp/as/201301/acej/ に掲載した内容を再構成したものです。禁無断転載。

柏
木
孝
夫
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｊ
理
事
長

特
集

Special
Report

取材・構成・文／小林佳代、中村実里
写真／加藤 康

デザイン・制作／永井むつ子（Zippy Design）
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第
3
弾
を
進
め
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改

革
に
よ
っ
て
、約
15
兆
円
の
電
力
市
場

の
う
ち
約
7
兆
円
が
開
放
さ
れ
る
と

説
明
。「
新
電
力
だ
け
で
な
く
通
信
な

ど
異
業
種
か
ら
も
参
入
が
進
み
、新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
生
ま
れ
る
。そ

の
時
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
非
常
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
る
。貿

易
立
国
と
し
て
復
活
す
る
た
め
に
も
、

安
い
電
気
、安
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給

体
制
の
整
備
が
重
要
。“

期
待
の
星

“
 

の
一
つ
で
あ
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
対
し
て

は
、規
制
緩
和
、税
制
優
遇
措
置
、補
助

金
な
ど
の
政
策
で
普
及
拡
大
を
進
め

る
」と
力
強
く
語
っ
た
。

　

続
い
て
基
調
講
演
と
し
て
早
稲
田

大
学
大
学
院
先
進
理
工
学
研
究
科
教

授
で
、同
大
学
先
進
グ
リ
ッ
ド
技
術
研

究
所
所
長
で
も
あ
る
林
泰
弘
氏
が
登

壇
。分
散
型
電
源
が
電
力
系
統
と
協

調
し
な
が
ら
役
割
を
果
た
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
あ
る
べ
き
姿
を
提
示

し
た
。エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
強

靭
さ
）の
観
点
か
ら
、需
要
家
が
需
要

量
を
変
動
さ
せ
て
電
力
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ「
デ
ィ
マ
ン
ド
リ
ス
ポ
ン

ス
」や
、系
統
が
不
安
定
に
な
る
状
況

が
発
生
し
た
時
に
も
電
力
の
品
質
を

確
保
し
運
転
を
継
続
さ
せ
る「
Ｆ
Ｒ
Ｔ

（Fau
lt R
ide T

h
rou
gh

）」な
ど

の
仕
組
み
が
必
要
と
指
摘
。今
後
の
展

望
と
し
て
、Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
住
宅
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
）、Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
ビ

ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
）な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
自
動
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
導
入
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

で
そ
れ
ぞ
れ
を
結
ぶ
こ
と
で
自
律
・
持

続
・
復
元
可
能
な
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を

目
指
す
べ
き
で
あ
り
、そ
の
実
現
に
は

産
官
学
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
強

調
し
た
。

　

一
般
講
演
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
関
し
て

先
端
的
な
取
り
組
み
を
行
う
5
社
が

行
っ
た
。ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
開
発
部
の
河
野
達
也
氏
と
長
尾

昭
宏
氏
は
発
電
容
量
5
〜
35
ｋ
Ｗ
ま

で
の
コ
ン
パ
ク
ト
な「
マ
イ
ク
ロ
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」を
活
用
し
た
電

源
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
シ
ス
テ
ム
の

事
例
を
紹
介
。川
崎
重
工
業
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
部
の
中
安
稔
氏
は
震
災
後
、電
源

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
、熱
の
面
的
利

用
、副
生
燃
料
の
有
効
活
用
な
ど
に
広

が
っ
た
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の

技
術
開
発
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

三
菱
重
工
業
汎
用
機
・
特
車
事
業
本

部
の
遠
藤
浩
之
氏
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を

用
い
た
全
蒸
気
回
収
シ
ス
テ
ム
の
開

発
な
ど
の
最
新
熱
回
収
技
術
動
向
を

紹
介
。大
阪
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
部
の
深
江
守
氏
は
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
付
加
価
値
を
高
め
る

た
め
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と

共
同
開
発
で
進
め
る
出
力
向
上
、全
蒸

気
回
収
シ
ス
テ
ム
、バ
イ
オ
ガ
ス
混
焼

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
し
た
。竹
中

工
務
店
大
阪
本
店
設
計
部
の
坂
口
佳

史
氏
は
今
春
、大
阪
市
に
オ
ー
プ
ン
す

る
高
さ
日
本
一
の
立
体
都
市「
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
」に
導
入
し
た
メ
タ
ン
発
酵

式
バ
イ
オ
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
概
要
を

紹
介
し
た
。

  

一
般
講
演
に
続
い
て
、「
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

役
割
と
期
待
」と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
実
施
。柏
木
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｊ
理
事
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
、千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

建
築
・
都
市
科
学
専
攻
教
授
の
村
木
美

貴
氏
、鹿
島
建
設
専
務
執
行
役
員
建
築

設
計
担
当
の
長
谷
川
俊
雄
氏
、日
立
製

作
所
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
社
都
市
シ
ス

テ
ム
本
部
担
当
本
部
長
の
稲
田
和
広

氏
、東
京
ガ
ス
ス
マ
エ
ネ
推
進
部
長
の

菱
沼
祐
一
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登

壇
し
た
。

　

ま
た
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｊ
は
昨
年
12
月
、

２
０
１
３
年
度
の「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大

賞
」と
し
て
、「
民
生
用
部
門
」「
産
業
用

部
門
」「
技
術
開
発
部
門
」そ
れ
ぞ
れ
に

「
理
事
長
賞
」「
優
秀
賞
」「
選
考
会
議

特
別
賞
」を
選
定
し
て
い
る
。シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
各
賞
受
賞
者
の
表
彰
、総
評

と
理
事
長
賞
に
選
ば
れ
た
3
件
の
事

例
発
表
も
行
っ
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
で
は
石
井
敏
康
Ａ
Ｃ

Ｅ
Ｊ
専
務
理
事
が「
業
務
用
コ
ー
ジ
ェ

ネ
導
入
量
の
4
分
の
1
は
都
市
部
の

面
的
利
用
に
な
る
と
推
定
し
て
い
る
。

平
常
時
の
省
エ
ネ
と
非
常
時
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）に
資
す
る
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
普
及
を
目
指
し
、様
々
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
協
力
し
な
が
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
需
給
構
造
を
根
本
か
ら
変
え

る
力
と
な
り
た
い
」と
話
し
た
。

経済産業省 資源エネルギー庁
審議官の後藤収氏

石井敏康ACEJ専務理事
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氏
、東
京
ガ
ス
ス
マ
エ
ネ
推
進
部
長
の

菱
沼
祐
一
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登

壇
し
た
。

　

ま
た
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｊ
は
昨
年
12
月
、

２
０
１
３
年
度
の「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大

賞
」と
し
て
、「
民
生
用
部
門
」「
産
業
用

部
門
」「
技
術
開
発
部
門
」そ
れ
ぞ
れ
に

「
理
事
長
賞
」「
優
秀
賞
」「
選
考
会
議

特
別
賞
」を
選
定
し
て
い
る
。シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
各
賞
受
賞
者
の
表
彰
、総
評

と
理
事
長
賞
に
選
ば
れ
た
3
件
の
事

例
発
表
も
行
っ
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
で
は
石
井
敏
康
Ａ
Ｃ

Ｅ
Ｊ
専
務
理
事
が「
業
務
用
コ
ー
ジ
ェ

ネ
導
入
量
の
4
分
の
1
は
都
市
部
の

面
的
利
用
に
な
る
と
推
定
し
て
い
る
。

平
常
時
の
省
エ
ネ
と
非
常
時
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）に
資
す
る
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
普
及
を
目
指
し
、様
々
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
協
力
し
な
が
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
需
給
構
造
を
根
本
か
ら
変
え

る
力
と
な
り
た
い
」と
話
し
た
。

　

日
本
は
、東
日
本
大
震
災
前
の

２
０
１
０
年
時
点
で
は
、２
０
３
０
年

に
総
発
電
電
力
量
に
占
め
る
原
子
力

発
電
の
割
合
を
50
％
以
上
と
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
立
て
て
い
ま

Ｇ（
液
化
天
然
ガ
ス
）火
力
や
石
油
火

力
で
カ
バ
ー
し
た
場
合
、追
加
燃
料
コ

ス
ト
は
年
間
約
３
兆
円
に
も
上
り
ま

す
。こ
れ
で
は
、最
新
の
技
術
を
持
っ
て

い
る
日
本
が
、燃
料
を
買
う
だ
け
で
疲

弊
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、経
済
成

長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構

造
の
変
化
の
中
で
、熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

含
め
た
高
効
率
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、そ
こ
で
は
コ
ー

コ
ー
ジ
ェ
ネ
活
用
で
価
値
を
高
め
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
協
調
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

基調講演

し
た
。リ
ス
ク
は
あ
る
も
の
の
環
境
に

や
さ
し
く
、長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
供

給
で
き
、日
本
に
と
っ
て
非
常
に
大
切

な
電
源
と
い
う
こ
と
で
原
発
を
当
て

に
し
て
い
ま
し
た
が
、震
災
を
契
機
に

そ
の
供
給
力
は
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　

環
境
に
熱
心
な
方
々
は
、そ
の
分
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
補
え
ば
よ

い
と
言
い
ま
す
が
、不
安
定
か
つ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
電
源
で
、安
定
供

給
に
資
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、う
ま
く
活
用
し
、

既
存
の
電
源
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
形

に
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、原
発
の
発
電
量
を
全
て
Ｌ
Ｎ

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
求
め
ら
れ
る

 

役
割
の
変
化

　
早
稲
田
大
学
大
学
院
先
進
理
工
学

研
究
科
教
授
で
同
大
学
先
進
グ
リ
ッ
ド 

技
術
研
究
所
所
長
の
林
泰
弘
氏
が
、

「
分
散
型
電
源
と
電
力
系
統
の
協
調
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

と
題
し
た
基
調
講
演
で
登
壇
。東
日
本

大
震
災
お
よ
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
以
降
の
電
力
需
給
状
況
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
変
化
に
伴
い
、

件
や
標
準
化
の
動
向
な
ど
を
解
説
す

る
と
と
も
に
、実
際
に
通
信
に
よ
る
自

動
制
御
を
行
っ
て
い
る
事
例
と
し
て
、

早
稲
田
大
学
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い

る
実
証
事
業
の
概
要
な
ど
を
紹
介
し

た
。さ
ら
に
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
循
環
社
会
の
可
能
性
に
つ
い
て
展
望

し
た
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱
電
併
給
）

シ
ス
テ
ム
が
担
う
社
会
的
意
義
や
役

割
は
さ
ら
に
増
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　
そ
の
上
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技

術
）の
活
用
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ

ジ
リ
エ
ン
ス（
強
靭
さ
）を
確
保
す
る

対
策
と
な
る
、デ
ィ
マ
ン
ド
リ
ス
ポ
ン

ス（
Ｄ
Ｒ
）や
Ｆ
Ｒ
Ｔ（Fault R

ide 
Through

）な
ど
に
関
す
る
技
術
要
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コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
役
割
の
変
化
に
と

も
な
い
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含

む
分
散
型
電
源
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信

技
術
）の
活
用
に
よ
っ
て
統
合
制
御
す

る
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
が
急
進
展
し
、シ
ス
テ
ム
コ

ス
ト
が
昔
に
比
べ
て
非
常
に
安
価
に

な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、日
本
の
コ
ー

ジ
ェ
ネ
技
術
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
と

を
連
携
さ
せ
れ
ば
、世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で

き
る
は
ず
で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
の
統
合
制
御
で
は
、デ
ィ

マ
ン
ド
リ
ス
ポ
ン
ス（
Ｄ
Ｒ
）に
よ
る
ネ

ガ
ワ
ッ
ト
や
供
給
力
を
高
め
、電
源
不

足
へ
の
対
応
を
行
う
こ
と
、ま
た
Ｄ
Ｒ

の
調
整
力
に
よ
る
系
統
の
調
整
力
不

足
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、そ
こ
で
は

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
活
用
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱
電
併
給
）シ
ス

テ
ム
の
推
進
が
必
要
で
す
。ま
た
、大

規
模
集
中
か
ら
自
立
分
散
へ
と
い
う

こ
と
で
、リ
ス
ク
を
ヘ
ッ
ジ
す
る
と
い

う
意
味
で
も
電
力
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
強

靭
さ
）を
確
保
す
る
分
散
型
電
源
の
自

立
運
転
が
鍵
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

特
に
電
力
と
熱
の
両
方
を
供
給
で
き

る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
役
割
は
非
常
に
大

き
く
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
も
大
事

な
役
割
を
担
う
は
ず
で
す
。

　

太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ（
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
）な
ど
の
影
響
で
非
常
に
た

早稲田大学大学院先進理工学研究科教授、同大学先進グリッド技
術研究所所長。1994年早稲田大学大学院理工学研究科博士課程
修了、博士（工学）。同年茨城大学工学部助手、97年同講師、2000年
福井大学工学部助教授、09年より現職

　

そ
う
し
た
中
で
や
っ
て
来
た
の
が
、

プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
の
時
代
で
す
。需
要

家
は
こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う

だ
け
の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
そ
れ
に
加
え
て
コ
ー
ジ
ェ

ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に

よ
る
発
電
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
役
割

も
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、

発
電
と
使
い
方
の
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。制
御
を
考
え
た
オ
プ
シ
ョ

ン
の
組
み
合
わ
せ
が
増
え
ま
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
価
値
を
創
出
し
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
供
給
で
き
る
と
い
う
利
便

く
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
流
れ
て
く
る

と
、需
要
側
の
品
質
が
脅
か
さ
れ
る
懸

念
が
あ
り
ま
す
。安
定
供
給
を
実
現
す

る
た
め
に
、例
え
ば
コ
ー
ジ
ェ
ネ
や
蓄

電
池
な
ど
と
し
っ
か
り
協
調
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

さ
ら
に
、２
０
１
６
年
の
電
力
小
売

り
全
面
自
由
化
に
向
け
、電
力
の
安
定

供
給
、需
要
家
の
選
択
肢
の
拡
大
、新

規
事
業
の
機
会
の
創
出
な
ど
を
実
現

す
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
お
い
て
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は

変
化
し
、重
要
性
を
増
し
て
い
く
と
考

え
ま
す
。

林 泰弘 氏

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
介
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
統
合
制
御

は や し  や す ひ ろ
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も
売
れ
る
市
場
」と
う
た
わ
れ
て
い
る

と
お
り
、自
家
用
発
電
設
備
や
コ
ー

ジ
ェ
ネ
発
電
の
余
剰
分
な
ど
を
売
る

こ
と
が
で
き
、例
え
ば
１
０
０
０
ｋ
Ｗ

未
満
の
小
規
模
な
電
力
や
、不
整
形
な
、

い
わ
ゆ
る「
出
な
り
電
気
」も
取
引
可

能
で
す
。

　

こ
こ
で
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
活
用
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

性
が
生
ま
れ
ま
す
。さ
ら
に
、系
統
か

ら
の
供
給
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
も
、こ

の
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
機
能
で
あ
れ
ば
、

限
ら
れ
た
電
源
で
需
要
家
に
対
し
て

う
ま
く
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
助

け
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

震
災
を
受
け
て
２
０
１
２
年
６
月

18
日
に
小
口
の
売
電
市
場
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。「
ど
ん
な
電
気
で
も
、誰
で

お
、横
浜
市
や
豊
田
市
、け
い
は
ん
な

学
研
都
市
、北
九
州
市
と
い
っ
た
実
証

地
域
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

電
気
と
熱
を
協
調
さ
せ
な
が
ら
面

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
循
環
社
会
こ
そ
が
、今
後
の

シ
ス
テ
ム
改
革
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
不
可
欠
で
す
。特

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
実
現

す
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
は
、復
元
可
能

（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
化
）、持
続
可
能（
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
化
）、自
律
可
能（
オ
ー

ト
ノ
マ
ス
化
）の
３
要
件
が
求
め
ら
れ
、

産
官
学
の
連
携
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
よ
っ
て
、

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
ビ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
）、Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
マ

ン
シ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
）を
Ｄ
Ｒ
の
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
と
連

携
さ
せ
な
が
ら
、環
境
的
価
値
や
経
済

的
価
値
、社
会
的
価
値
、情
報
価
値
を

創
出
し
て
い
く
こ
と
で
、地
域
の
価
値

を
高
め
、そ
の
街
の
住
民
に
と
っ
て
も

メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
状
況
が
望
ま

れ
ま
す
。日
本
が
本
当
に
ス
マ
ー
ト
に

な
る
か
ど
う
か
は
、こ
の
点
が
最
も
重

要
で
す
。特
に
外
乱
リ
ス
ク
を
最
小
に

し
て
現
状
復
帰
を
行
う
レ
ジ
リ
エ
ン
ト

な
シ
ス
テ
ム
は
、東
日
本
大
震
災
を
経

験
し
た
日
本
だ
か
ら
こ
そ
構
築
で
き

る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

電
力
供
給
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、系
統
運
用
者
の
メ

リ
ッ
ト
と
、需
要
家
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。系
統
運
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
と

さ
れ
る
系
統
安
定
性
に
よ
る
社
会
イ

ン
フ
ラ
へ
の
貢
献
は
主
に
、Ｄ
Ｒ
、Ｆ
Ｒ

Ｔ
、逆
潮
流
に
よ
る
系
統
電
圧
上
昇
の

抑
制
、自
動
変
動
電
源
の
変
動
補
完
の

四
つ
で
す
。

　

Ｄ
Ｒ
に
は
、二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。一
つ
は
、節
電
し
て
ほ
し
い
時
、つ

ま
り
需
要
を
下
げ
て
ほ
し
い
時
に
、価

格
を
高
く
し
て
供
給
す
る
パ
タ
ー
ン
。

も
う
一
つ
は
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
提

供
に
よ
る
も
の
で
、ピ
ー
ク
タ
イ
ム
リ

ベ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
方
法
で
す
。要
は
、

需
要
を
減
ら
し
た
分
に
対
し
、ご
褒
美

と
し
て
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。地
域
実

証
な
ど
を
通
じ
た
所
感
で
は
、ピ
ー
ク

タ
イ
ム
リ
ベ
ー
ト
の
方
が
、価
格
で
誘

導
さ
れ
る
よ
り
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
り
、受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
よ
う

で
す
。

　

Ｄ
Ｒ
の
節
電
量
は
、ほ
ん
の
わ
ず
か

な
の
で
は
な
い
か
と
言
う
方
が
い
ま
す

が
、発
電
事
業
者
の
市
場
支
配
力
が
強

い
場
合
、市
場
価
格
の
上
昇
を
抑
制
し
、

競
争
や
技
術
を
進
展
さ
せ
る
と
い
う

意
味
で
は
大
切
な
役
割
を
果
た
す
と

考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
通
信
を
活
用
し
た
自
動

制
御
の
実
用
化
に
向
け
て
、私
た
ち
早

稲
田
大
学
で
は
経
済
産
業
省
の
実
証

事
業
の
一
つ
と
し
て「
新
宿
実
証
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
網
を
経
由
し
て

Ｄ
Ｒ
信
号
を
送
受
信
す
る
た
め
の

サ
ー
バ
ー
群
を
構
築
し
、電
力
会
社
の

運
用
す
る
Ｄ
Ｒ
信
号
と
連
携
し
て
、異

な
る
メ
ー
カ
ー
の
サ
ー
バ
ー
や
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ（
住
宅
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム
）、各
種
機
器
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
相
互
接
続

性
を
確
認
し
な
が
ら
、日
本
版
Ａ
Ｄ
Ｒ

（
自
動
需
要
応
答
）の
標
準
化
手
法
に

つ
い
て
検
証
し
て
い
く
計
画
で
す
。な

「
電
気
と
熱
を
協
調
さ
せ
な
が
ら
面
的
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
社
会
こ
そ
が
、

今
後
の
シ
ス
テ
ム
改
革
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
り
、そ
こ

に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
不
可
欠
」と
強
調
す
る
林
氏

 

市
場
の
要
請
が
高
ま
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
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「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
役
割
と
期
待
」と
題

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、千

葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築・都

市
科
学
専
攻
教
授
の
村
木
美
貴
氏
、鹿

島
建
設
専
務
執
行
役
員
建
築
設
計
担

当
の
長
谷
川
俊
雄
氏
、日
立
製
作
所
イ

ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
社
都
市
シ
ス
テ
ム
本

五輪見据え低炭素で
BCP性の高い街づくりを

官民連携、規制緩和、インセンティブなどがカギに

柏
木
孝
夫
氏（
以
下
敬
称
略
）　

安
倍

政
権
は
国
土
強
靱
化
を
推
進
し
よ
う

と
３
兆
円
以
上
の
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱

電
併
給
）シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
ス
マ
コ
ミ
）の

構
築
は
強
靱
化
に
直
結
す
る
も
の
で

す
。き
ょ
う
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
導
入
し

た
ス
マ
コ
ミ
実
現
の
た
め
に
必
要
な

政
策
や
課
題
に
つ
い
て
多
角
的
に
議

論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

都
市
づ
く
り
が
専
門
の
村
木
さ
ん
か

ら
見
る
と
、ど
の
あ
た
り
が
課
題
に
な

る
と
考
え
ま
す
か
。

村
木
美
貴
氏（
以
下
敬
称
略
）　

や
は

り
採
算
性
を
い
か
に
向
上
す
る
か
が

カ
ギ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
長
く
研
究
し
て
い
る
英
国
で

は
地
域
冷
暖
房
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
取

り
入
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

特
に
積
極
的
に
進
め
て
い
る
の
は
、大

規
模
開
発
に
Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）排

出
量
の
削
減
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
ロ

ン
ド
ン
で
す
。官
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

と
20
〜
30
年
の
長
期
契
約
を
結
ん
だ

り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
用
に
公
共

の
土
地
を
無
料
で
リ
ー
ス
し
た
り
、開

発
地
域
の
周
辺
企
業
に
熱
導
管
へ
の

接
続
義
務
を
課
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

地
域
冷
暖
房
を
手
掛
け
る
事
業
者
の

採
算
性
を
高
め
、利
用
者
に
割
安
な
料

金
で
熱
を
提
供
し
て
い
ま
す
。官
民
連

部
担
当
本
部
長
の
稲
田
和
広
氏
、東
京

ガ
ス
ス
マ
エ
ネ
推
進
部
長
の
菱
沼
祐
一

氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
。コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン・エ
ネ
ル
ギ
ー
高

度
利
用
セ
ン
タ
ー（
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｊ
）の
柏

木
孝
夫
理
事
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
た
。

　
ま
ず
産
学
の
専
門
家
で
あ
る
パ
ネ
リ

ス
ト
が
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱

電
併
給
）シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た
街

づ
く
り
で
先
行
す
る
英
国
の
事
例
や

各
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。そ
の
後
、官
民

連
携
、規
制
緩
和
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
な
ど
現
在
の
課
題
に
つ
い
て

議
論
を
交
わ
し
た
。

携
に
よ
っ
て
、事
業
者
も
利
用
者
も
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
仕
組

み
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
合
わ
せ

た
再
開
発
で
も
、こ
う
し
た
仕
組
み
が

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

柏
木
　
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
で

も
、低
炭
素
で
強
靭
な
ス
マ
コ
ミ
の
構

築
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
、ロ
ン

ド
ン
の
取
り
組
み
は
参
考
に
で
き
そ

う
で
す
。鹿
島
建
設
は
大
型
複
合
施
設

「
東
京
イ
ー
ス
ト
21
」の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
当
た
り
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
ま
し
た
。ど
の
よ
う
な
狙

い
が
あ
り
ま
し
た
か
。

パネル
ディスカッション

ノ
ン
エ
ナ
ジ
ー
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
含
め
た

総
合
的
な
評
価
を
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長
谷
川
俊
雄
氏（
以
下
敬
称
略
）　

当

社
は
２
０
２
０
年
に
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ビ
ル（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
）の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。東
京
イ
ー
ス
ト
21
も

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
す
。熱

と
電
気
と
を
同
時
に
供
給
し
、エ
ネ
ル

ギ
ー
を
高
効
率
に
利
用
で
き
る
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は

70
％
を
超
え
、30
％
近
く
の
電
力
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
省
エ
ネ
性

の
向
上
と
い
う
エ
ナ
ジ
ー
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト（
直
接
的
便
益
）だ
け
で
な
く
ノ
ン

エ
ナ
ジ
ー
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト（
間
接
的
便

益
）を
含
め
た
総
合
的
な
評
価
が
重

要
で
す
。我
々
が
ノ
ン
エ
ナ
ジ
ー
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
の
が

「
不
動
産
価
値
向
上
に
伴
う
便
益
」で

す
。施
設
の
見
学
者
３
５
０
名
と
ウ
ェ

ブ
閲
覧
者
２
０
０
０
名
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
）を
確
保
す
る
た
め
に

ど
れ
く
ら
い
の
追
加
賃
料
を
受
け
入

れ
る
か
」を
換
算
し
た
と
こ
ろ
、平
均

１
カ
月
１
坪
当
た
り
７
０
０
円
前
後

と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。こ
の
金
額

を
そ
の
ま
ま
賃
料
に
上
乗
せ
で
き
る

と
い
う
結
論
は
出
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、不
動
産
会
社
も
電
源
の
信
頼
性
を

重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
位
置
付
け
は
高
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

柏
木
　
日
立
製
作
所
は
既
に
世
界
各

地
で
先
導
的
な
ス
マ
コ
ミ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。ど
ん
な
切
り

口
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
か
。

稲
田
和
広
氏（
以
下
敬
称
略
）　

街
づ

く
り
、モ
ビ
リ
テ
ィ
、水
、エ
ネ
ル
ギ
ー

と
多
様
な
角
度
で
ス
マ
コ
ミ
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
根
幹
に
な
る

の
が
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）。例
え
ば「
柏

の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
は
蓄
電
池
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
し
、「
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
エ
リ
ア

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
）」で
制

御
す
る
こ
と
で
最
適
な
地
域
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
を
実
現
し
て
い
ま
す
。同

時
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
、Ｌ
Ｃ
Ｐ（
生
活
継
続
計

画
）も
両
立
さ
せ
、安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

柏
木
　
ス
マ
コ
ミ
に
お
い
て
、Ｉ
Ｔ
の

力
を
活
用
し
電
気
、熱
を
上
手
に
、賢

く
制
御
す
る
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
ス
マ
エ
ネ
）の
仕
組
み
は
不
可
欠
で

す
ね
。東
京
ガ
ス
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

菱
沼
祐
一
氏（
以
下
敬
称
略
）　

ス
マ
エ

ネ
に
よ
っ
て
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
よ
り
良

い
も
の
に
な
る
と
考
え
、く
ら
し（
住

宅
）、ビ
ル
、地
域
に
お
い
て
ス
マ
エ
ネ

化
を
進
め
て
い
ま
す
。地
域
の
ス
マ
エ

ネ
化
の
最
新
事
例
が
今
年
冬
に
竣
工

す
る
東
京
・Ｊ
Ｒ
田
町
駅
東
口
北
地
区

の
再
開
発
で
す
。港
区
、愛
育
病
院
、東

京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
が
官
民
連
携
し
、公

共
施
設
や
病
院
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が

供
給
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。コ
ー

ジ
ェ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
の
供
給
と
、建
物
側
の
需
要
を
一
括

管
理
・
制
御
す
る「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」を

導
入
し
、地
域
の
需
給
を
最
適
化
し
な

が
ら
省
エ
ネ
を
実
現
し
、低
炭
素
で
災

害
に
強
い
街
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

千葉大学大学院工学研究科建築・都市科学専攻教
授。1996年横浜国立大学大学院工学研究科博士課
程後期修了。同年東京工業大学大学院社会理工学研
究科助手、2000年オレゴン州立ポートランド州立大
学客員研究員、02年千葉大学工学部都市環境システ
ム学科助教授、08年千葉大学大学院工学研究科建
築・都市科学専攻准教授。13年より現職

鹿島建設専務執行役員建築設計担当。1971年東北大学
工学部機械工学科卒。同年鹿島建設入社。97年建築設計
本部設備設計部部長、2001年設計・エンジニアリング総事
業本部本部次長、03年同副本部長、04年建築設計本部副
本部長、05年執行役員副本部長、08年常務執行役員副本
部長、同年常務執行役員建築設計担当、12年より現職

村木美貴 氏
む らき  み き

は せ が わ  とし お

長谷川俊雄 氏
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柏
木
　
安
倍
政
権
は
ス
マ
コ
ミ
の
構

築
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
普
及
を
推
進
し
て

い
く
方
針
を
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、誰
が
、ど
ん
な
モ
デ
ル

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
の
か

が
問
わ
れ
ま
す
。

長
谷
川
　
ス
マ
コ
ミ
に
か
か
わ
る
事

業
者
は
我
々
の
よ
う
な
ゼ
ネ
コ
ン
の

ほ
か
、デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、メ
ー
カ
ー
、エ

ネ
ル
ギ
ー
会
社
と
多
様
で
す
。重
要
な

の
は
導
入
す
る
企
業
な
ど
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
適
合
さ
せ
て
、エ
ナ
ジ
ー

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
、ノ
ン
エ
ナ
ジ
ー
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
の
両
面
で
メ
リ
ッ
ト
を
得

ら
れ
る
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

関
係
す
る
事
業
者
の
考
え
方
を
ま
と

め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
存
在

が
必
要
で
す
。複
数
の
企
業
で
Ｓ
Ｐ
Ｃ

（
特
別
目
的
会
社
）を
つ
く
る
こ
と
も

一
つ
の
解
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

稲
田
　
都
市
と
地
方
と
で
は
ス
マ
コ

ミ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
変
わ
り
ま
す
。

都
市
に
関
し
て
は
、今
、お
話
が
あ
っ

た
よ
う
に
複
数
の
事
業
者
の
間
で
考

え
方
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。一
方
、人
口
、人
流
が
少
な
い
地

方
に
関
し
て
は
、熱
の
供
給
範
囲
内
で

十
分
な
需
要
を
生
む
た
め
に
、ス
マ
コ

ミ
そ
の
も
の
で
地
域
を
活
性
化
し
、人

を
集
中
的
に
呼
び
込
む
よ
う
な
モ
デ

ル
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

菱
沼
　
ス
マ
コ
ミ
の
重
要
な
担
い
手
と

し
て
自
治
体
な
ど「
公
」が
果
た
す
役

割
に
も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。先

ほ
ど
お
話
し
し
た
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
東
口

北
地
区
の
土
地
所
有
者
は
港
区
で
す
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
強
靭
さ
）と
い
う
点
で

言
え
ば
、役
所
、警
察
、病
院
な
ど
の
公

的
機
関
が
電
源
を
持
つ
こ
と
は
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
確
か
に
安
心
・
安
全
と
い
う
観

点
か
ら
言
え
ば
、ス
マ
ー
ト
化
し
た
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
入
っ
た「
ス
マ
ー

ト
自
治
体
」を
構
築
す
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
す
。公
か
ら
始
め
て
民
間
を

巻
き
込
ん
で
い
く
と
い
う
の
は
良
い
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。海
外
で
は
ど
の
よ

う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

村
木
　
や
は
り
民
間
だ
け
で
や
れ
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。行
政
と

い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
を
い
か
に
事
業
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
中
に
上
手
に
組
み
込
む
か

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
を
左
右
し
ま

す
。先
ほ
ど
英
国
の
事
例
を
お
話
し
し

ま
し
た
が
、英
国
の
都
市
計
画
に
お
い

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
が
増
す
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、温
暖
化
問
題
が
深

刻
化
し
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
が
自

治
体
の
中
で
優
先
順
位
の
高
い
政
策

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
で
す
。ど
の
国
も
行
政
は
縦
割
り
で

す
か
ら
、ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
施
策
を
進

め
、官
民
連
携
を
横
断
的
に
適
切
に
機

能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

日立製作所インフラシステム社都市システム本部担当
本部長。1991年京都大学理学部地球物理学科卒。同
年日立製作所大みか工場産業システム設計部、2012
年スマートインフラ開発プロジェクト本部担当本部長、
13年より現職

東京ガススマエネ推進部長。1984年東京工業大学大
学院総合理工学研究科電子化学専攻修了。同年東京ガ
ス入社。2007年エネルギー営業本部ソリューション技
術部長、12年技術開発本部基盤技術部長兼スマートエ
ネルギーネットワーク推進プロジェクト室長。13年より
現職

い な だ  か ず ひ ろ

ひ し ぬ ま  ま さ か ず

稲田和広 氏

菱沼祐一 氏

「
公
」が
果
た
す
役
割
に
期
待
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柏
木
　
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
五

輪
は
ス
マ
コ
ミ
を
含
め
た
魅
力
あ
る

街
づ
く
り
を
実
現
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
。今
か
ら
ス
マ
コ
ミ
、コ
ー
ジ
ェ

ネ
普
及
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

菱
沼
　
一
つ
は
ガ
ス
価
格
の
低
廉
化
で

す
。国
を
挙
げ
て
共
同
調
達
す
る
と
か
、

米
国
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
活
用
す
る

方
法
も
探
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。も
う
一
つ
が
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス

テ
ム
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
す
。昨
今
は

建
設
コ
ス
ト
の
向
上
に
も
直
面
し
て
い

ま
す
。メ
ー
カ
ー
と
一
緒
に
雑
巾
を
絞

る
よ
う
に
コ
ス
ト
削
減
に
懸
命
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、さ
ら
な
る
努

力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
代
に
向
け
て
は
、既
に
、

２
０
１
９
年
竣
工
予
定
の「
日
本
橋
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」の
よ
う
な
魅
力
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。ス
マ
コ
ミ
を
実
現
す
る
意
義
を
官

民
、ま
た
個
人
が
再
確
認
し
、取
り
組

み
が
腰
砕
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

稲
田
　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
普
及
の
形
と

し
て
、大
規
模
集
中
型
だ
け
で
な
く
、

マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
よ
う
な
小
規

模
な
も
の
を
超
分
散
型
で
広
げ
る
方

法
も
追
求
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。省
エ
ネ
・
コ
ス
ト
削
減
・
Ｃ
Ｏ
２
削

減
サ
ー
ビ
ス
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供

し
て
い
く
方
法
も
検
討
し
た
い
で
す
ね
。

長
谷
川
　
ス
マ
コ
ミ
に
し
ろ
コ
ー
ジ
ェ

ネ
に
し
ろ
、新
た
な
付
加
価
値
が
な
け

れ
ば
、導
入
し
よ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。私
自
身
は

よ
り
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
ボ
ー
ナ

ス
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。容
積

率
の
大
幅
な
緩
和
な
ど
、規
制
改
革
は

必
須
で
す
。

村
木
　
東
京
五
輪
ま
で
は
あ
と
６
年
。

こ
こ
か
ら
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
モ
デ
ル

と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。ロ
ン
ド
ン
を
超
え
る

街
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
い
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
が
求
め
ら
れ
ま
す
。エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は
都
市
の
根
幹
で
す
。

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
建
物
を
つ

く
っ
た
後
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
を
考
え
が
ち
で
す
が
、そ
う
で
は

な
く
、最
初
か
ら
一
緒
に
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。ビ
ル
の
容
積
率
、用
途

な
ど
に
見
合
う
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
を
近
接
し
た
場
所
に
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
す
れ
ば
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
な

街
づ
く
り
に
近
付
き
ま
す
。

柏
木
　
ス
マ
コ
ミ
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
日

本
の
発
展
を
担
う
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。大
胆
な
規
制
緩
和

や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、業
界
の
枠
を
超

え
た
業
際
的
な
ス
ク
ラ
ム
に
よ
っ
て
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。き
ょ
う
は
大
変
貴
重
な

お
話
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

コージェネレーション・エネルギー高度利用センター
（ACEJ）理事長、東京工業大学特命教授、東京都市大
学教授。専門はエネルギー・環境システム。1970年東
京工業大学工学部卒、79年博士号取得。80～81年米
国商務省NBS招聘研究員、88年東京農工大学工学部
教授、2007年東京工業大学教授。11年よりACEJ理事
長、12年より東京工業大学特命教授、13年より東京都
市大学教授も兼務。現在、経済産業省総合資源エネル
ギー調査会省エネルギー・新エネルギー分科会長など
を務める。主な著書に「スマート革命」「エネルギー革命」
など

業
際
的
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
み

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
すか し わ ぎ  た か お

柏木孝夫 氏
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コ
ー
ジ
ェ
ネ
市
場
の

新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

技
術
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
最
新
動
向

　
一
般
講
演
に
は
、ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
、川
崎
重
工
業
、三
菱

重
工
業
、大
阪
ガ
ス
、竹
中
工
務
店
の

5
社
の
開
発
担
当
者
が
登
壇
。東
日
本

大
震
災
お
よ
び
原
発
事
故
を
契
機
に
、

電
源
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
や
エ
ネ
ル

ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム 

開
発
部 

ス
マ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
　
主
任 

河
野
達
也 

氏（
上
）

長
尾
昭
宏 

氏（
下
）

　

同
社
の
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
特
徴
や
機
能
を
解
説
。イ
ン

バ
ー
タ
ー
連
系
方
式
を
採
用
し
、エ
ン

長
期
化
さ
せ
た
。ま
た
、多
極
の
永
久

磁
石
式
発
電
機
と
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の

搭
載
に
よ
り
、高
効
率
発
電
と
高
機
能

な
制
御
も
実
現
。イ
ン
バ
ー
タ
ー
に
は

停
電
時
で
も
出
力
可
能
と
す
る
自
立

出
力
機
能
を
付
加
し
た
。停
電
発
生
時

に
は
、自
立
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
っ
て
連
系

回
路
か
ら
自
立
回
路
へ
自
動
で
切
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。電
源
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
応
シ
ス
テ
ム
は
、「
停
電
時

に
対
応
可
能
な
ガ
ス
空
調
シ
ス
テ
ム
」

「
Ｕ
Ｐ
Ｓ（
無
停
電
電
源
装
置
）と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
無
瞬
断
給
電
シ

ス
テ
ム
」「
停
電
時
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
給

電
シ
ス
テ
ム
」「
Ｌ
Ｐ
Ｇ（
液
化
石
油
ガ

ス
）エ
ア
対
応
シ
ス
テ
ム
」な
ど
で
構
成
。

病
院
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
で
実
際
に

導
入
が
進
ん
で
い
る
。

川
崎
重
工
業 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン・機
械
カ
ン
パ

ニ
ー 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部 

常
用
発
電
課 

課
長 

中
安
稔 

氏

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
市
場
に
お
け
る
ニ
ー

ズ
の
変
化
と
カ
ワ
サ
キ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

の
取
り
組
み
を
説
明
。東
日
本
大
震
災

以
降
は
、電
源
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、高
効
率
の

ガ
ス
焚
き
Ｄ
Ｌ
Ｅ（
乾
式
低
Ｎ
Ｏ
ｘ
）

燃
焼
器
を
ベ
ー
ス
に
、液
体
燃
料
焚
き

も
可
能
な
非
常
用
発
電
機
を
兼
ね
る

機
能
や
、自
立
運
転
時
の
Ｄ
Ｌ
Ｅ
運
転

継
続
機
能
を
開
発
し
た
。採
算
性
向
上

の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
は
、ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
各
機
種
の
高
効
率
化
を
継
続
的
に

推
進
し
て
お
り
、30
Ｍ
Ｗ
級
の「
Ｌ
30

Ａ
」ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
、ク
ラ
ス
世
界

最
高
効
率
を
実
現
し
て
い
る
。熱
の
面

的
利
用
に
関
し
て
は
、蒸
気
負
荷
変
動

時
の
蒸
気
挙
動（
圧
力
、温
度
）と
制
御

弁
動
作
に
つ
い
て
事
前
検
証
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、石
油
精
製
工
場
や
石
油

化
学
工
場
な
ど
か
ら
発
生
す
る
未
利

用
の
副
生
水
素
の
有
効
利
用
法
と
し

て
、Ｄ
Ｌ
Ｅ
燃
焼
器
で
の
都
市
ガ
ス
と

水
素
の
混
焼
技
術
を
開
発
し
、本
技
術

を
適
用
し
た「
Ｌ
30
Ａ
」ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
の
営
業
を
開
始
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た

電
源
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応

コ
ー
ジ
ェ
ネ
市
場
ニ
ー
ズ
の
変
化
と

カ
ワ
サ
キ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ジ
ン
、発
電
機
、放
熱
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

な
ど
を
一
つ
に
ま
と
め
、高
効
率
か
つ

コ
ン
パ
ク
ト
な
点
が
特
長
。エ
ン
ジ
ン

は
、希
薄
燃
焼（
リ
ー
ン
バ
ー
ン
）方
式

に
よ
り
、低
Ｎ
Ｏ
ｘ（
窒
素
酸
化
物
）と

低
燃
費
を
実
現
し
て
い
る
。メ
ン
テ
ナ

ン
ス
イ
ン
タ
ー
バ
ル
も
1
万
時
間
と

講演2

講演1

一般講演

ギ
ー
の
高
効
率
利
用
、熱
の
面
的
融
通

な
ど
へ
の
市
場
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
で
、

そ
れ
に
応
え
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン（
熱
電
併
給
）シ
ス
テ
ム
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
や
技
術
の
開
発
状
況
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。
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に
加
え
、メ
タ
ン
濃
度
約
60
％
の
バ
イ

オ
ガ
ス
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
活
用
で
き
、排
温
水
投
入
型
ジ
ェ

ネ
リ
ン
ク
で
排
ガ
ス
か
ら
熱
回
収
で
き

る
。廃
棄
物
の
運
搬
や
貯
留
が
不
要
で
、

悪
臭
や
汚
れ
な
ど
の
発
生
を
回
避
で

き
、運
搬
労
力
も
削
減
可
能
。今
後
は
、

シ
ス
テ
ム
の
小
型
化
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
図
り
、普
及
を
目
指
す
。

竹
中
工
務
店 

大
阪
本
店 

設
計
部 

設
計

第
6
部
門 

設
備
グ
ル
ー
プ
長

坂
口
佳
史 

氏

　

２
０
１
４
年
春
に
開
業
予
定
で
、地

上
３
０
０
ｍ
と
日
本
一
の
高
さ
の
立

体
都
市「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」に
導
入

し
、稼
働
を
開
始
し
て
い
る「
メ
タ
ン
発

酵
式
バ
イ
オ
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
」に
つ

い
て
発
表
。メ
タ
ン
発
酵
処
理
と
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
統
合
に
よ
っ
て
、生
ご
み
の

ほ
か
排
水
処
理（
厨
房
除
害
）設
備
や

中
水
処
理
施
設
で
生
じ
る
汚
泥
を
オ

ン
サ
イ
ト
で
処
理
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収
を
可
能
と
し
た
。１
日
に
３
ｔ
も
の

生
ご
み
処
理
能
力
を
有
し
、廃
棄
物
処

理
な
ど
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

を
検
討
し
た
。出
力
１
１
５
０
ｋ
Ｗ
で

の
耐
久
試
験
で
約
１
０
０
０
時
間
が

経
過
し
た
が
、異
常
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
排
熱
利
用
で

三
菱
重
工
業 

汎
用
機
・
特
車
事
業
本
部 

エ
ン
ジ
ン
事
業
部 

エ
ン
ジ
ン
技
術
部 

次
長
　

遠
藤
浩
之 
氏

　

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る

排
ガ
ス
お
よ
び
冷
却
水
か
ら
の
排
熱

の
有
効
利
用
を
実
現
す
る
自
社
開
発

の
シ
ス
テ
ム
で
、エ
ン
ジ
ン
冷
却
水
の

熱
を
用
い
て
蒸
気
を
生
成
す
る「
温
水

排
熱
か
ら
の
蒸
気
回
収
シ
ス
テ
ム
」の

概
要
を
解
説
。全
量
蒸
気
回
収
の
場

合
は
、電
力
と
蒸
気
の
総
合
効
率
で

70
％
を
実
現
し
、部
分
蒸
気
回
収
で
も

蒸
気
で
の
熱
回
収
を
６
％
以
上
増
や

せ
る
。ま
た
、発
電
効
率
48
・
８
％
の
大

型
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に
Ｏ
Ｒ
Ｃ（
低
沸
点

の
有
機
媒
体
を
用
い
る
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
サ
イ
ク
ル
）発
電
を
適
用
す
る
こ
と

で
、発
電
効
率
を
53
％
ま
で
向
上
で
き

る
。通
常
は
利
用
が
困
難
な
イ
ン
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
の
低
温
排
熱
を
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
の
熱
源
水
と
し
て
利
用
す
れ
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
を
87
％
超
ま

で
高
め
ら
れ
、地
冷
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
適
用
が
可
能
に
な
る
。

大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
部 

エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
部 

コ
ー
ジ
ェ
ネ
技
術
チ
ー
ム
　

深
江
守 

氏

　

天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
活
用
し

た
付
加
価
値
シ
ス
テ
ム
で
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
製
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

コ
ー
ジ
ェ
ネ「
Ａ
Ｐ
Ｇ
１
０
０
０
」を

用
い
た
、出
力
向
上
に
よ
る
ピ
ー
ク

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
用
い
た

最
新
熱
回
収
技
術
動
向
の
紹
介

天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
活
用
し
た

付
加
価
値
シ
ス
テ
ム

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
に
お
け
る

メ
タ
ン
発
酵
式
バ
イ
オ
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ

は
、利
用
率
が
低
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
冷
却

水
排
熱
を
低
圧
蒸
気
の
形
で
取
り
出

し
、圧
縮
機
で
高
圧
化
し
て
高
圧
蒸

気
と
し
て
回
収
す
る
全
蒸
気
回
収
シ

ス
テ
ム
を
検
討
中
。バ
イ
オ
ガ
ス
混
焼

シ
ス
テ
ム
で
は
、生
成
量
が
安
定
し
な

い
バ
イ
オ
ガ
ス
に
都
市
ガ
ス
を
混
ぜ

て
安
定
し
た
出
力
を
確
保
し
、コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
図
り
な
が
ら
、混
焼
率
０
〜

１
０
０
％
と
幅
広
く
対
応
可
能
な
シ

ス
テ
ム
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

講演3

講演5

講演4

カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
や
、排
熱
利
用
率
向

上
を
目
指
し
た
全
蒸
気
回
収
シ
ス
テ

ム
、混
焼
率
０
〜
１
０
０
％
を
目
指
し

た
バ
イ
オ
ガ
ス
混
焼
シ
ス
テ
ム
の
開

発
状
況
に
関
し
て
報
告
。東
日
本
大

震
災
以
降
、夏
季
に
お
け
る
電
力
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
の
重
要
性
が
増
す
中
で
、夏

季
限
定
で
定
格
出
力
向
上
の
可
能
性
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笠木伸英（かさぎ・のぶひで）氏
東京大学名誉教授／独立行政法人 科学技術振興機構（JST）上席フェロー／文部科学省 技術参与
専門は機械工学、熱流体工学、エネルギーシステム工学、科学技術政策など。1976年東京大学大学院修了、工
学博士、東京大学講師、助教授、スタンフォード大学客員研究員などを経て、1990年東京大学教授、2012年名
誉教授。日本機械学会、日本伝熱学会、日本流体力学会の会長、内閣府、文部科学省、経済産業省の各種委員会
委員などを歴任。現在、OECD（経済協力開発機構）科学技術政策委員会 政府代表・副議長、内閣府エネルギー
戦略協議会構成員、文部科学省「科学技術イノベーション政策の科学」推進委員会委員、科学技術・学術政策研
究所 顧問、経済産業省 産業構造審議会 臨時委員など。英王立工学アカデミー国際フェロー、王立スウェーデ
ン科学アカデミー会員。William Begell Medal、Aurel Stodola Medal、Luikov Medalなど受賞

低炭素、防災・BCPに注目
コージェネレーション・エネルギー高度利用センター（ACEJ）は、2013年度の「コージェネ大賞」の各賞
を選定し、発表した。理事長賞を受賞したのは、民生用部門が東京イースト21、産業用部門がトヨタ自動
車東日本を中心としたF-グリッド、技術開発部門が三菱重工業のコンテナ型ガス発電ユニット。2014年
2月12日に開催したシンポジウムにおいて表彰、総評、事例発表が行われた。これに先立ち、選考会議委
員長で、東京大学名誉教授、科学技術振興機構（JST）上席フェローの笠木伸英氏に、「コージェネ大賞」
の意義などをうかがった。

　「コージェネ大賞」はコージェネレーション・エネ
ルギー高度利用センター（ACEJ）が2012年度に
創設した。2013年度は2回目の発表となる。「民生
用部門」「産業用部門」「技術開発部門」に分け、そ
れぞれに「理事長賞」「優秀賞」「選考会議特別賞」
を設けている。新規性・先導性、新規技術、省エネ
ルギー性などにおいて優れたコージェネレーショ
ン（熱電併給）システム（CGS）を表彰することによ
り、コージェネシステムの有効性を社会に広め、普
及促進につなげることが目的だ。
　今回は、コージェネシステムの設置または技術
開発に携わる個人、グループ、法人（会社、団体）、
地方公共団体などから、前回を11件上回る37件
の応募があった。学識経験者などで構成する選考
会議が審査し、合計15件の受賞者を決定した。民
生用部門は鹿島建設などによる東京イースト21、
産業用部門はトヨタ自動車東日本を中心としたF-
グリッド、技術開発部門は三菱重工業のコンテナ
型ガス発電ユニットが、それぞれ理事長賞を受賞
した。
　政府は、次世代のエネルギーインフラを担う分
散型エネルギーシステムとして、コージェネの導
入拡大を推進している。「現在、日本の発電設備
容量は2億3000万ｋＷで、そのうちコージェネの
設備容量は1000万ｋＷほど。石油やガスなど化
石燃料の大半を政治的・社会的に不安定な中東
に依存している日本のエネルギー事情を考えると、
エネルギー利用効率に優れるコージェネの1000
万ｋＷが持つ意味は決して小さくない。さらなる
普及拡大のためにも、『コージェネ大賞』を発表し、
コージェネの優れた技術や導入事例をより広く社
会に知ってもらうことは重要。そうした事業に関わ
り、新技術開発にいそしむ人たちを勇気づける有
効な機会にもなる」。「コージェネ大賞」選考会議
委員長で、東京大学名誉教授、独立行政法人 科
学技術振興機構（JST）上席フェローの笠木伸英
氏は賞の意義をこう語る。
　東日本大震災後の日本のエネルギー事情の
変化に伴い、コージェネが担う役割は一層大きく
なっている。「日本の総エネルギー供給量は、震災
後の景気悪化や消費者の節電意識の高まりなど
により、震災前の2010年度に比べて、2012年度
は6％減った。一方でその間、電力供給量の3割を
占めていた原子力発電所の稼働が止まり、火力
発電所における石炭、石油、ガスなど化石燃料の
使用量が増えたことで、温室効果ガスの排出量は
6.7％増えてしまった。発電の際に発生する排熱を
回収し無駄なく利用できるコージェネは低炭素化

の期待が大きい。また、災害など非常時にも発電
できるため、事業継続計画（BCP）を確保し、信頼
性の高いエネルギー供給システムを構築する上で
も重要な存在となっている」（笠木氏）。
　2013年度の「コージェネ大賞」では、こうした
状況を反映し、「低炭素」や「防災・BCP」に優れた
案件が入賞した。

■ 民生用部門
案件 申請者

理事長賞
東京イースト21におけるBOS高効率CGSの導入と大規模複合施
設でのスマートエネルギーネットワーク構築について（東京都江東
区）

鹿島建設／鹿島東京開発／東京ガス／
エネルギーアドバンス

優秀賞

スマートエネルギーネットワークを構築する防災対応型ガスエンジ
ンコージェネの導入～イオンモール大阪ドームシティ～（大阪府
大阪市）

イオンリテール／大阪ガス

札幌医科大学ESCO事業におけるCGS導入（北海道札幌市） ダイダン／池田煖房工業／
北海道ガス／エナジーソリューション

ジェネミックス（異機種連系）採用によるガスコージェネレーション
のリプレース&増設～京都リサーチパーク～（京都府京都市）

大阪ガス都市開発／
京都リサーチパーク／新日本空調

岩崎コンピューターセンタービル　コージェネレーションシステム
の更新（大阪府大阪市）

クリエイティブテクノソリューション／
大阪ガス／JFEエンジニアリング

選考会議特別賞 家庭用コージェネを標準装備した省エネ住宅エコタウンの形成
（北海道札幌市） ホーム企画センター／北海道ガス

■ 産業用部門
案件 申請者

理事長賞 工業団地における「F-グリッド」を核としたスマートコミュニティ事業
（宮城県黒川郡大衡村） F-グリッド宮城・大衡有限責任事業組合

優秀賞

ガスコージェネレーションを中心とした電気・蒸気の多重化による
総合ユーティリティサービス（熊本県菊池郡）

富士フイルム九州／
新日鉄住金エンジニアリング

高効率ガスエンジンコージェネ＋吸着式冷凍機による電源セキュリ
ティの向上＆革新的省エネルギーシステムの構築（大阪府柏原市）

ジェイテクト／
クリエイティブテクノソリューション

蒸気駆動システム導入等による高効率コージェネレーション（埼
玉県羽生市） 曙ブレーキ工業

消化ガス燃料電池によるコージェネレーション（山形県山形市） 山形市上下水道部

選考会議特別賞 既存ガスエンジンコージェネのオーバーホールを含めたエネル
ギーサービスへの移行（大阪府大阪市） 牛乳石鹸共進社／大阪ガス

■ 技術開発部門
案件 申請者

理事長賞 コンテナ型ガス発電ユニット”MEGANINJA”シリーズ 三菱重工業 

優秀賞 30MW級　世界最高効率を達成したL30Aガスタービンの開発
～CO2削減や省エネルギーに大きく貢献～ 川崎重工業 

選考会議特別賞 大規模ビルにおけるメタン発酵式バイオガスコージェネレーション 竹中工務店／神鋼環境ソリューション

コージェネ
大賞
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｜ テクニカルツアー ｜ 

冷
暖
房
の
ど
ち

ら
に
も
使
用
で

き
る
蒸
気
方
式

を
採
用
。

　

暖
房
・
給
湯
用
に
は
減
温
、減
圧
し
た

蒸
気（
1
M
Pa
）を
送
出
。

　

冷
房
用
と
し
て
は
、蒸
気
タ
ー
ビ
ン
・

タ
ー
ボ
冷
凍
機
と
蒸
気
吸
収
式
冷
凍
機
で

製
造
し
た
冷
水（
4
℃
）を
供
給
。こ
れ
ら

の
蒸
気
と
冷
水
は
使
用
さ
れ
た
後
、再
び

プ
ラ
ン
ト
へ
戻
る
。

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
２
基
設
置
。

・
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
用
冷
凍
機
と
し
て
ト
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
採
用
。

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
脱
硝
装
置
を
設
置
、N
O
Ｘ
排
出
濃
度

50
p
p
m（
O
2 

0
％
換
算
）以
下
を
実
現
。

・
世
界
最
大
の
単
機
容
量

  

3
5,
2
0
0
k
W（
1
0,
0
0
0
R
T
）

復
水
タ
ー
ビ
ン
・
タ
ー
ボ
冷
凍
機
を
採
用
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
設
備
費
と
同
時
に

省
ス
ペ
ー
ス
化
も
実
現
。

・
冷
却
塔
に
は
設
置
面
積
の
小
さ
い
ク

ロ
ス
フ
ロ
ー
２
層
式
を
採
用
。

　
新
宿
地
域
冷
暖
房
セ
ン
タ
ー
は
新
宿

新
都
心
地
区
の
冷
暖
房
を
一
手
に
担
う

た
め
、1
9
7
1
年
4
月
に
熱
の
供
給

を
開
始
し
た
。

　
1
9
9
1
年
に
は
、都
庁
移
転
に
伴

い
増
大
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、現
在
の
供
給
能
力（
冷
凍
能

力
2
0
7,
6
8
0
ｋ
W
）に
増
強
し
、供

給
延
べ
床
面
積
2
2
0
万
㎡
を
誇
る
世

界
最
大
級
の
地
域
冷
暖
房
セ
ン
タ
ー
と

な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、現
在
同
セ
ン
タ
ー
で
は
設

備
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
工
事
を
進
め
、

2
0
1
5
年
ま
で
に
現
在
の
8,
5
0
0

ｋ
W
か
ら
2
0,
0
0
0
ｋ
W
級
に
増
強

す
る
予
定
で
、こ
れ
に
よ
っ
て
防
災
対

策
と
環
境
性
の
更
な
る
向
上
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
大
規
模
地
域
冷
暖
房
の
事
例
と
し
て

見
学
会
を
実
施
し
た
。

　

供
給
対
象
が
超
高
層
ビ
ル
群
で
あ
る
と

い
う
新
宿
新
都
心
地
区
の
地
域
特
性
を
考

慮
し
、ボ
イ
ラ
ー
で
発
生
さ
せ
た
蒸
気
を

は
じ
め
に

プ
ラ
ン
ト
の
特
長

新
宿
地
域

冷
暖
房
セ
ン
タ
ー
の
概
要

1 
高
効
率・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
追
及

2 

環
境
保
全

3 

省
ス
ペ
ー
ス

1 

電
力
供
給
の
多
様
化
、

    

信
頼
性
向
上

2 

複
数
の
建
物
間
に
お
け
る

    

電
気
と
熱
の
有
効
利
用

３ 

電
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

    

見
え
る
化

新
宿
地
域
冷
暖
房
セ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
ム
の
概
要

　

地
震
時
の
供
給
停
止
リ
ス
ク
の
低
い
中

圧
ガ
ス
を
利
用
し
た
B
O
S
対
応
高
効
率

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
棟（
地
上
４
階
建
）屋
上

に
設
置
し
、浸
水
リ
ス
ク
を
回
避
し
た

オ
ー
ル
リ
ス
ク
対
応
を
目
指
し
て
い
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
、ホ
テ
ル
な
ど
熱
や
電
気
の

需
要
パ
タ
ー
ン
の
異
な
る
複
合
用
途
の
建

物
間
で
、電
気
と
廃
熱
を
含
む
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
無
駄
な
く
、面
的
利
用
し
、廃
熱
利

用
冷
温
水
機
を
新
設
し
冷
暖
房
に
供
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
の
向

上
も
図
っ
て
い
る

　

電
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
状
況
や
施

設
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
を
I
C
T
に

よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
表
示
、省
エ
ネ
行
動

を
推
進
し
て
い
る
。

　
「
東
京
イ
ー
ス
ト
21
」は
1
9
9
2
年

に
竣
工
し
た
、オ
フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
約
14
万
㎡
の
複
合
施
設
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、災
害
に
強

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
す
る
た
め
、

B
O
S
対
応
高
効
率
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
導
入
や
見
や
る
化
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
、ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
。既
存
施

設
へ
の
B
C
P
対
応
に
よ
る
付
加
価
値

向
上
事
例
と
し
て
見
学
会
を
実
施
し
た
。

は
じ
め
に

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
長

東
京
イ
ー
ス
ト
21 

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

東京イースト21の概要
東京都江東区東陽6-3-2
ホテル、事務所、商業施設
地下RC造、地上SRC造
地下2階、地上21階、
塔屋1階
1992年7月
33,070㎡
141,803㎡

所 在 地

建物用途

構　　造

階　　数

竣工年月

敷地面積

延床面積

テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー



　

実
際
の
C
O
P
は
負
荷
率
に
よ
り

値
が
異
な
っ
て
く
る
が
、
本
機
は
最

も
使
用
頻
度
の
高
い
負
荷
率
に
着
目

し
そ
こ
で
の
C
O
P
が
最
大
と
な
る

よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
負

荷
率
が
80
〜
90
％
に
及
ぶ
の
は
夏
季

の
一
時
期
だ
け
で
あ
り
、
年
間
を
通

し
て
最
も
多
い
の
は
負
荷
率
30
〜

60
％
の
領
域
で
あ
る
。
そ
こ
を
実
使

用
領
域
と
み
な
し
、C
O
P 

1.
4
2

（
高
位
発
熱
量
基
準
）
を
実
現
し
て

い
る
。

　

本
商
品
は
、
環
境
性
（
高
効
率
・

高
期
間
効
率
機
）
、
経
済
性
、
品
質

保
証
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
大
阪

ガ
ス
、
東
京
ガ
ス
、
東
邦
ガ
ス
の
3

社
が
、
温
暖
化
係
数
の
高
い
代
替
フ

ロ
ン
を
利
用
せ
ず
、
自
然
冷
媒
で
あ

る
「
水
」
を
使
う
環
境
に
や
さ
し
い

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ラ
ー
」
の
中
か
ら

選
定
す
る
「
グ
リ
ー
ン
機
種
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
負
荷
低
減
機
／
高
期
間

効
率
機
）
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

川重冷熱工業株式会社 滋賀工場（滋賀県草津市）
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｜ 会員企業紹介 ｜ 川重冷熱工業株式会社 滋賀工場 ｜
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① ②

　

既
存
の
冷
温
水
発
生
機
﹇
製
品

名
：
S
I
G
M
A 

A
C
E 

1.
4
3

シ
リ
ー
ズ
﹈
を
ベ
ー
ス
に
排
熱
回
収

器
を
追
加
し
た
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
タ
イ

プ
吸
収
冷
温
水
機
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

と
し
て
装
備
し
て
い
る
。

　

排
熱
温
水
を
投
入
し
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
既
存

の
冷
温
水
発
生
機
よ
り
定
格
運
転
時

の
ガ
ス
削
減
率
30
％
を
実
現
し
て
い

る
。
ま
た
燃
料
を
消
費
せ
ず
に
運
転

で
き
る
領
域
（
排
温
水
単
独
運
転
領

域
）
も
拡
大
さ
れ
、
50
％
以
下
の
負

荷
率
で
は
排
温
水
の
み
で
の
運
転
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
排
温

水
増
大
型
の
機
種
で
は
、
排
温
水
単

独
運
転
負
荷
率
は
60
％
に
ま
で
拡
大

さ
れ
る
。
本
製
品
の
特
徴
を
ま
と
め

る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
定
格
運
転
時
の
C
O
P
1.
3（
高
位

発
熱
量
基
準
）

②
部
分
負
荷
時
の
最
高
C
O
P
1.
4
2

（
高
位
発
熱
量
基
準
）

③
冷
水
圧
力
損
失
を
50
%
以
下
に
低
減

す
る
事
に
よ
り
、
搬
送
動
力
系
で
も

省
エ
ネ

④
超
低
N
O
x:

40
p
p
m（
O
2:

0
％

換
算
）

　

主
な
製
品
は
、
各
種
吸
収
式
冷
温

水
機
・
汎
用
ボ
イ
ラ
ー
・
吸
収
式
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
設
備
で
あ
り
さ
ら
に
そ
れ

ら
の
機
器
シ
ス
テ
ム
を
効
率
的
に
運

転
す
る
「
省
エ
ネ
・
省
C
O
2
制
御

シ
ス
テ
ム（
e-

C
o
p 

S
a
v
e
r
）」

や
24
時
間
3
6
5
日
フ
ル
タ
イ
ム
で

顧
客
の
設
備
シ
ス
テ
ム
を
遠
隔
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
テ
レ
メ
ン
テ
シ
ス
テ

ム
」
な
ど
も
併
せ
て
開
発
。
空
調
・

ボ
イ
ラ
ー
機
器
類
の
製
造
販
売
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
維
持
管
理
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
ま
で
幅
広
い
業
務
を
行
っ
て

い
る
。

　

本
取
材
で
は
工
場
内
各
所
を
拝
見

さ
せ
て
頂
い
た
が
、
同
工
場
に
お
け

る
主
力
製
品
で
あ
る
冷
温
水
発
生
機

と
ボ
イ
ラ
ー
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

　

川
重
冷
熱
工
業
株
式
会
社
は
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
で
あ
る
川
崎
重
工
グ

ル
ー
プ
か
ら
昭
和
47
年
に
分
離
独
立

し
た
老
舗
の
空
調
・
ボ
イ
ラ
ー
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。
ま
た
国
内
初
の
吸
収

式
冷
凍
機
を
、
さ
ら
に
世
界
初
の
二

重
効
用
吸
収
式
冷
凍
機
を
開
発
し
た

メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
そ
の
本
店
と
し
て
滋
賀
県

草
津
市
に
位
置
す
る
川
重
冷
熱
工
業

（
株
）
滋
賀
工
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

本
工
場
は
長
年
の
生
産
開
発
に

よ
っ
て
培
わ
れ
た
技
術
を
生
か
し
高

効
率
、
長
寿
命
、
省
ス
ペ
ー
ス
に
優

れ
た
機
器
を
次
々
と
開
発
し
生
産
し

て
い
る
。

川重冷熱工業（株）は冷温水発生機・冷凍機・ボイラーなどの製品を主軸とした空調機器メー
カーである。
独自の開発技術を活かしCOP 1.6を誇る三重効用吸収式冷温水機や経済性や省スペースに優
れた貫流ボイラーなど幅広いラインナップを保有し、顧客に合わせた機器提供を行っている。
また太陽光発電を利用したシステムを工場内に設置したり、太陽熱利用の吸収式冷温水機を製
品化するなど環境負荷低減にも気を配っており、地球環境にやさしいモノづくりを目指している。

建築物概要
滋賀県草津市青地町1000番地所在地
昭和47年設立年
約130,000㎡敷地面積
約30,800㎡建物面積
約500名従業員数

事業内容 ①ボイラー・空調機器・吸収式冷温水
機などの設計、製造、据え付け、修理、
保守整備

②土木、建築工事の設計施工・監理
③管工事、電気工事の設計施工・監理

表① 排熱投入型ナチュラルチラー（ジェネリンク）のガス消費量

排温水単独運転可能領域▲ ▲

川重冷熱工業（株） 滋賀工場　鳥瞰図

川重冷熱工業（株） 滋賀工場　外観

表② 排熱投入型ナチュラルチラー（ジェネリンク）のCOP値排熱投入型ナチュラルチラー（ジェネリンク）

工
場
の
概
要

排
熱
投
入
型

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ラ
ー

（
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
）

会員企業紹介

燃料消費大幅カット
30%削減排温水無

排温水有

0.07

0.06

0.05

0.04

0.03

0.02

0.01

0
0 20 40

負荷率［％］

冷房負荷率［％］

シリーズ別COP比較

現行高効率機

1.43シリーズ特性

1.2シリーズ特性
実使用領域

ガ
ス
消
費
量［
m
3 N
/H
・定
格
kW
］

1.45

1.4

1.3

1.35

1.25

1.2

1.1

1.15

1.05

1
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

CO
P［
高
位
発
熱
量
基
準
］

60 80 100
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低
温
↓
中
温
の
二
段
階
ま
で
だ
っ
た

が
、
三
重
効
用
で
は
吸
収
液
の
濃
度

を
さ
ら
に
濃
く
す
る
こ
と
が
で
き

C
O
P 

1.
6（
H
H
V
）
を
達
成
し

て
い
る
。

　

そ
の
秘
密
は
新
貫
流
型
高
温
再
生

器
の
「
圧
力
と
温
度
環
境
」
に
あ
る
。

低
温
再
生
器
、
中
温
再
生
器
が
真
空

で
あ
り
い
わ
ば
大
気
圧
以
下
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
高
温
再
生
器
で
は
大

気
圧
以
上
の
高
圧
と
し
さ
ら
に
高
温

化
す
る
こ
と
で
多
段
の
加
熱
・
再
生

を
可
能
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
高
温
・
高
圧
の
機
器
開
発
は
、

同
社
が
貫
流
ボ
イ

ラ
ー
で
培
っ
た
技

術
で
あ
り
そ
れ
を

応
用
し
た
結
果
三

重
効
用
が
可
能
と

な
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

そ
の
優
れ
た
性

能
が
高
く
評
価
さ

れ
、（
社
）
日
本
エ

ネ
ル
ギ
ー
学
会
進

歩
賞
（
2
0
0
6

年
）
と
（
財
）
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱

セ
ン
タ
ー
理
事
長

賞
（
2
0
0
6
年
）

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

吸
収
式
冷
凍
機
は
蒸
気
・
温
水
・

排
ガ
ス
・
燃
焼
熱
な
ど
様
々
な
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
冷
水
を
取
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
廃
熱
利
用

の
観
点
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

う
え
、

・
冷
媒
↓
フ
ロ
ン
で
な
く
水

・
吸
収
剤
↓
臭
化
リ
チ
ウ
ム

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
ノ
ン

フ
ロ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
球
と
人

に
優
し
い
機
械
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
一
般
的
に
製
品
化
さ
れ
て

い
る
も
の
は
二
重
効
用
ま
で
の
も
の

が
多
く
三
重
効
用
は
様
々
な
面
で
技

術
的
な
課
題
が
多
い
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。

　

そ
こ
で
川
重
冷
熱
工
業（
株
）で

は「
新
貫
流
型
高
温
再
生
器
」を
開
発
・

活
用
す
る
こ
と
で
二
重
効
用
よ
り
さ

ら
に
省
エ
ネ
な
冷
温
水
発
生
機
の
製

品
化
を
実
現
し
て
い
る
。

　

図
①
の
灰
色
部
分
は
従
来
の
二
重

効
用
型
吸
収
式
冷
温
水
発
生
機
を
示

し
て
お
り
、
そ
こ
に
水
色
で
表
さ
れ

て
い
る
の
が
三
重
効
用
と
し
て
新
規

に
追
加
設
置
さ
れ
た
新
貫
流
型
高
温

再
生
器
で
あ
る
。

　

従
来
の
二
重
効
用
で
は
再
生
器
は

度
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
決
定
さ

れ
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
同
社
ベ
ー

ス
機
に
比
較
し
て
、
定
格
運
転
時
の

ガ
ス
削
減
率
は
32
％
（
※
1
）、
温
水

単
独
運
転
負
荷
率
は
55
％
（
※
1
）
ま

で
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

※
1
：
温
水
投
入
温
度
90
℃
の
場
合

　

太
陽
熱
を
活
用
し
て
冷
暖
房
を
行

う
ソ
ー
ラ
ー
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

に
対
応
し
た
ソ
ー
ラ
ー
吸
収
冷
温
水

機
も
開
発
し
て
い
る
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
熱
を
最
大
限

に
活
用
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

C
O
2
に
貢
献
す
る
も
の
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。

　

太
陽
熱
パ
ネ
ル
に
よ
り
生
成

さ
れ
た
温
水
を
、
暖
房
時
に
は

直
接
活
用
（
約
60
℃
）
し
、
冷

房
時
は
温
水
回
収
下
限
温
度
と

し
て
75
℃
以
上
で
あ
れ
ば
ソ
ー

ラ
ー
吸
収
冷
温
水
機
で
の
温
水

活
用
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
温

度
は
一
般
的
に
太
陽
熱
パ
ネ
ル

が
高
効
率
で
運
転
で
き
る
温

図① 三重効用型吸収冷温水器の構成／三重効用型リバースサイクルの原理

二重効用従来製品
26％省エネ

高効率二重効用機
42％省エネ

三重効用機
53％省エネ

1.8

1.6

1.4

1.2

1

0.8

C
O
P

二重効用の限界

表③ 三重効用型冷温水発生装置の定格COP値
※縦軸のCOPは高位発熱量 基準の数値を示す。

表④ 三重効用型冷温水発生装置の特徴ソーラーナチュラルチラー

三重効用型冷温水発生機

ソーラークーリングシステム概念図

｜ 会員企業紹介 ｜ 川重冷熱工業株式会社 滋賀工場 ｜

三
重
効
用
型

冷
温
水
発
生
機

ソ
ー
ラ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ラ
ー

暖房暖房 冷房冷房

（バックアップ）

暖房時は温水を
直接利用（60℃）

冷房時は温水を
供給（75℃）

熱交換器

ガス

太陽熱パネル ソーラー吸収冷温水機

年間冷房時間：5000Hr、平均負荷率：75%
年間暖房時間：1000Hr、平均負荷率：40%

二重効用従来製品 26％省エネ 三重効用機 53％省エネ

500

400

300

200

100

0

約140ton-CO2/年
削　減

例えば、冷房能力651kW（185RT）の場合、年間のCO2排
出量が従来機に比べ約140ton削減できます。

従来機
405

三重効用機
264

0 20 40

冷房負荷率（％）

60 80 100

1.9

1.8

1.7

1.6

1.5

C
O
P

1.83

CO2排出量を大幅に削減

新溶液循環量インバータ制御（特許申請中）を標準装備し、
実使用において運転頻度の多い部分負荷領域で、最高効
率COP1.83※を達成。

最高効率COP1.83※

※JIS基準

三重効用型
吸収冷温水機
の構成 【イメージ図】

三重効用型
リバースサイクルの原理
高温再生器を高温・高圧化することで多段の
加熱・再生が可能となり、効率が改善される。

従来型
蒸気二重効用
相当品

新貫流型
高温再生器

③低温再生器（真空）

②中温再生器（真空）

①高温再生器
（大気圧以上）

燃料

加熱
凝縮器へ

凝縮器へ

吸収器へ戻る

吸収器より

稀液

濃液

吸収器

P

吸収液濃度

蒸気式二重
効用吸収冷

凍機
大気圧

中温
再生器

真
空

圧
力

P

低温
再生器 P

高温
再生器

　

ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
時
間

に
わ
た
り
設
備
機
器
の
ご
説
明
や
ご
案

内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
川
重
冷
熱

工
業（
株
）の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
取
材
：
小
田
島 

範
幸
）



20  19

｜ 会員企業紹介 ｜ ヤンマーミュージアム ｜

写真① MAN社のディーゼルエンジン

ヤンマーミュージアム　外観

写真③ ヤンマーテラス内足湯

写真② ヤンマーテラス

設
備
概
要

施
設
概
要

ヤンマーミュージアム概要
所在地
敷地面積

オープン

滋賀県長浜市三和町6-50
6,147.73㎡

2013年3月21日（グランドオープン）
2014年2月16日（現在）に来場者10万人達成

2,936.45㎡
2,910.30㎡

建築面積
延床面積図① 受変電系統図、発電及びCO2削減量表示

図② 熱源系統図

ヤンマーミュージアム（滋賀県長浜市）
長浜市に設立された、見てふれて乗って心動かす体験型ミュージアム「ヤンマーミュージアム」の
施設取材を行った。
また、震災以降に導入が急増している、災害等の停電時にもあらかじめ選定した負荷へ電力およ
び熱供給が可能な、自立運転機能付きのマイクロコージェネ（ジェネライト）を紹介する。

会員企業紹介

8/30の受電電力

マイクロコージェネ ジェネリンク

④
エ
ン
ジ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

エ
ン
ジ
ン
の
進
化
、も
の
づ
く
り
の
変
遷
を

展
示
し
て
い
る
。

⑤
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

地
元
産
の
お
米
を
使
っ
た
料
理
教
室
や
も
の

づ
く
り
の
心
を
味
わ
う
ポ
ン
ポ
ン
船
工
作
体

験
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

⑥
ヤ
ン
マ
ー
テ
ラ
ス（
ビ
オ
ト
ー
プ
、

足
湯
、展
望
台
）

開
放
感
の
あ
る
２
Ｆ
屋
上
ス
ペ
ー
ス
で
は
琵

琶
湖
固
有
の
植
物
を
観
察
で
き
、エ
ン
ジ
ン

の
排
熱
を
利
用
し
た
足
湯
の
体
感
も
で
き
る
。

（
写
真
②
・
③
）

　

そ
の
他
、シ
ョ
ッ
プ
＆
カ
フ
ェ
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
や
地
域
と
密

着
し
た
お
米
作
り
や
野
菜
づ
く
り
が
体

験
で
き
る
体
験
農
場
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
る
。

①
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
／
山
岡
孫
吉
記
念
室

世
界
で
初
め
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
小

型
実
用
化
に
成
功
し
た
創
業
者
の
原
点
と

な
っ
た
ド
イ
ツ
・
Ｍ
Ａ
Ｎ
社
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

エ
ン
ジ
ン（
レ
プ
リ
カ
）の
展
示
、ヤ
ン
マ
ー

の
軌
跡
や
も
の
づ
く
り
の
展
示
を
行
っ
て

い
る
。（
写
真
①
）

②
エ
ン
ジ
ン
シ
ア
タ
ー

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
仕
組
み
を
Ｃ
Ｇ
で

紹
介
し
て
お
り
、来
館
者
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
の
内
部
を
探
索
す
る
こ
と
で
エ
ン
ジ

ン
の
構
造
を
体
験
で
き
る
。

③
展
示
室

 

大
地
・
都
市
・
海
洋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
り
、

農
業
、ま
ち
づ
く
り
、漁
業
と
い
っ
た
暮
ら

し
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
き
た
技
術
を
ボ
ー

ト
操
縦
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル

建
設
機
械
操
縦
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
体

験
展
示
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

ヤ
ン
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
ヤ
ン
マ
ー
株
式
会
社
が

2
0
1
2
年
に
創
業
1
0
0
周

年
を
迎
え
た
記
念
事
業
と
し
て
、

創
業
者
で
あ
る
山
岡
孫
吉
が

生
ま
れ
た
地
で
あ
る
長
浜
市
に

設
立
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

あ
り
、「
こ
こ
に
し
か
な
い
感
動
」

を
体
感
い
た
だ
く
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、見
て
ふ
れ

て
乗
っ
て
心
動
か
す
体
験
型

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
る
。今
回
、

施
設
の
取
材
を
行
っ
た
の
で
そ

の
報
告
と
ヤ
ン
マ
ー
の
マ
イ

ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
、特
長
等
に
つ
い
て
報
告

す
る
。

　
一
般
的
な
美
術
館
等
の
電

力
負
荷
は
70
W
／
㎡
と
言
わ

れ
て
お
り
、
ガ
ス
空
調
を
採

用
し
な
い
場
合
の
受
電
電
力

は
2
0
0
k
W
程
度
（
ヤ
ン

マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
延
床

面
積
は
約
2,
9
0
0
㎡
）

と
な
る
が
、
外
調
機
の
熱
源

に
吸
収
式
（
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
）、

個
別
空
調
系
統
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
、

分
散
型
電
源
と
し
て
マ
イ
ク

ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
採
用
し
、

大
幅
な
節
電
を
実
現
し
て
い

る
。ま
た
、マ
イ
ク
ロ
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
排
熱（
温
水
）は
、

排
熱
投
入
型
吸
収
冷
温
水
機

（
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
）
に
投
入
さ

れ
、
冷
房
時
の
熱
源
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の

電
気
設
備
は
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

で
は
な
く
、
見
学
で
き
る
開

放
感
あ
ふ
れ
る
配
置
で
あ
る
。

（
各
系
統
図
は
図
①
・
②
）
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近
年
、大
規
模
電
源
に
頼

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
見
直

し
、需
要
家
サ
イ
ド
で
最
適

な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必

要
性
が
増
大
し
て
き
て
お

り
、
電
気
は
財
産
・
企
業
活

動
を
守
る
た
め
、需
要
家
自

｜ 会員企業紹介 ｜ ヤンマーミュージアム ｜ ｜ 会員企業紹介 ｜ ヤンマーミュージアム ｜

ヤ
ン
マ
ー
の
取
り
組
み

　

こ
の
取
材
で
、こ
れ
ま
で
に
無
い
開

放
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
り
、自
社

の
歴
史
や
展
示
の
み
で
な
く
、未
来
を

担
う
子
供
た
ち
が
様
々
な
発
見
・
学

習
の
き
っ
か
け
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
展
示
や
体
験
が
で
き
る
よ

う
な
画
期
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、長
時
間

に
わ
た
り
設
備
機
器
の
ご
説
明
や
ご

案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、ヤ
ン

マ
ー
株
式
会
社（
ヤ
ン
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
）神
藤
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、ヤ
ン
マ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

（
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
）林
課

長
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に

ら
が
備
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
状
況
下
、総

合
効
率
が
高
く
、系
統
連
系
や
停
電
対

応
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
的
に
供

給
で
き
る
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
や

C
O
2
削
減
分
を
国
内
C
D
M
に
て

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
す
る
機
器
の

ト
ー
タ
ル
提
案
、
提
供
を
行
っ
て
い

る
。（
図
③
・
④
）

　

こ
こ
で
、震
災
以
降
に
導
入
が
急
増

し
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ

①
空
調（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）

 
・
Y
N
Z
P
2
8
0
H
1
N
B
型

   （
10
H
P
）×
2
台

 

・
Y
G
Z
P
4
5
0
J

－

N
B
型

   （
16
H
P
）×
1
台

 

・
Y
G
Z
P
5
6
0
J

－

N
B
型

   （
20
H
P
）×
4
台

（
写
真
④
）

②
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ

C
P
2
5
V
B
3
Z

－

T
N
B

（
25
k
W
）×
1
台

排
熱
は
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機

（
3
1
0
0
C
M
H
型
）、ジ
ェ
ネ

リ
ン
ク
ミ
ニ（
70
R
T
）、足
湯
の

熱
源
に
利
用
し
て
い
る
。（
補
助
熱

源
給
湯
器
あ
り
）（
写
真
④
）

③
太
陽
光
発
電

建
材
一
体
型
シ
ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ

（
7.
7
k
W
）

④
非
常
用
発
電
装
置

A
P
9
5
C

－

6
S
型
（
90

k
V
A
）（
写
真
⑤
）

写真④ 空調及びマイクロコージェネ

図⑥ マイクロコージェネ出荷実績

図⑤ マイクロコージェネラインナップ

写真⑤ 非常用発電装置

図③ 発電装置ラインナップ

図④ トータル提案商品郡
（
ジ
ェ
ネ
ラ
イ
ト
）
に
つ
い

て
、
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
及
び
出

荷
実
績
を
を
示
す
。（
図
⑤
・

⑥
）特
徴
と
し
て
は
左
記
で

あ
る
。

①
Ｇ
Ｈ
Ｐ（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
）の
設
計
思
想
を
採

用
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
内
に

コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
し
て
必
要

な
機
能（
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・

発
電
機
・
ラ
ジ
エ
ー
タ
・
連

系
用
イ
ン
バ
ー
タ
・
熱
交
換

器
等
）を
搭
載
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
設
計
。

②
ミ
ラ
ー
サ
イ
ク
ル
に
よ
り

高
膨
張
比
を
実
現
し
、熱
効

率
を
向
上
及
び
Ｎ
Ｏ
x
低
減

や
低
燃
費
を
実
現
。

③
ロ
ン
グ
メ
ン
テ
イ
ン
タ
ー

バ
ル
（
1
0,
0
0
0
時
間
）

を
実
現
。

④
設
置
の
自
由
度
が
高
く
、

ラ
ジ
エ
ー
タ
を
搭
載
し
て
い

る
た
め
、2
0
0
k
W
ク
ラ

ス
の
Ｃ
Ｇ
Ｓ
に
比
べ
、
設
置

面
積
は
約
30
〜
40
％
削
減

を
実
現
。（
冷
却
塔
・
補
機
盤
・

制
御
盤
を
含
ん
だ
面
積
比
）

⑤
複
数
台
で
の
並
列
運
用
及

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
1
台
ず

つ
対
応
で
き
る
た
め
、高
い

稼
働
率
を
実
現
。ま
た
、
故
障
時
の
リ

ス
ク
低
減
と
同
時
に
自
家
発
補
給
電

力
も
最
小
で
の
契
約
が
可
能
。

⑥
自
立
運
転
機
能（
停
電
対
応
機
・

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
）を
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
し
て
お
り
、災
害
等
の
停
電

時
に
も
あ
ら
か
じ
め
選
定
し
た
負
荷

へ
電
力
及
び
熱
供
給
が
可
能
。

（
取
材
：
馬
場  

美
行
）



24 23

｜ 「停電シェルターエリア」設置事例 ｜ 枚方療育園 ｜

①

　

 

熱
源
機
器
は
表
の
よ
う
な
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
停
電
対
応
型（
以
下

B
O
S
※
）
ジ
ェ
ネ
ラ
イ
ト
+
ジ
ェ
ネ

リ
ン
ク
が
採
用
さ
れ
、
自
家
発
電
＋

排
熱
利
用
機
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
良
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

ボ
イ
ラ
ー
は
低
燃
費
、
高
出
力
で
設

置
ス
ペ
ー
ス
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
ガ
ス

燃
焼
タ
イ
プ
を
導
入
し
て
い
る
。

　

こ
の
熱
源
か
ら
は
新
館
と
津
田

荘
・
津
田
療
護
園
棟
に
向
け
、
冷

水
・
温
水
・
蒸
気
（
厨
房
）
が
供
給

さ
れ
て
い
る
。

病院概要（社会福祉医療法人 枚方療育園）
大阪府枚方市津田東町2-1-1所在地
490床（一般330床、精神160床）病床数
495名医療従事者数
精神科、小児科、内科、整形外科、外科、皮膚科、
麻酔科、眼科、放射線科、歯科、リハビリテーション科

診療科

49,094 ㎡
41,412 ㎡

敷地面積
延床面積

1,200kw電力デマンド

主要機器（新館）
非常用発電機300kVA×1台 医療機器用（西日本発電機製）
非常用発電機100kVA×1台 防災用

発電機

主要機器（本館）
常用ガスエンジン発電機350kW×1台発電機
ナチュラルチラー210RT×1台、300RT×1台冷凍機

BOSジェネライト 31kW×3台（ヤンマー製）CGS
32HPGHP
ナチュラルチラージェネリンク225RT×2台（川重冷熱工業製）冷凍機

食器洗浄機系統157kW×2台（1台はバックアップ用）蒸気ボイラー

新館用一般系統349kW×2台、津田荘 一般系統349kW×2台、
新館厨房系統291kW×1台 計5台（昭和鉄工製）

温水ボイラー

新館（延床面積 10,420㎡、平成25年3月竣工）
病棟160床
（第8、10、11病棟）

2～4階 厨房、職員食堂、機械室1階
物品庫、機械室B1階

社会福祉法人 枚方療育園　外観

ジェネライトジェネリンク 非常用発電機（医療用）

本館 ガスエンジン発電機 換気天井システム食器洗浄機

設
備
機
器

　

今
回
の
取
材
は
平
成
25
年
3
月
に

開
設
さ
れ
た
「
枚
方
総
合
発
達
医
療

セ
ン
タ
ー
新
館
」
を
中
心
に
行
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
本
館
は
平
成
15
年
に

昭
和
44
年
の
創
設
当
初
か
ら
使
わ
れ

て
い
た
旧
建
物
か
ら
建
替
え
ら
れ
て

お
り
、
新
館
は
既
存
建
物
で
あ
る
築

後
40
年
を
経
過
し
老
朽
化
し
た
第
３

療
育
棟
か
ら
の
移
転
新
築
と
し
て
誕

生
し
た
。
新
館
建
設
に
あ
た
り
既
存

津
田
荘
、
第
三
療
育
棟
、
厚
生
棟
に

分
散
設
置
さ
れ
て
い
た
熱
源
機
器
と

厨
房
設
備
を
新
館
に
集
約
し
、
利
便

性
・
快
適
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

　

社
会
福
祉
法
人 

枚
方
療
育
園
は
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
医
療
型
障
害
児

入
所
施
設
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
療
養
介
護
施
設
で
あ
る
と

同
時
に
、
医
療
法
に
規
定
す
る
病
院

で
も
あ
り
、
重
度
の
身
体
障
害
と
重

度
の
知
的
障
害
と
を
あ
わ
せ
も
つ
重

症
心
身
障
害
児
者
の
た
め
の
療
育
施

設
で
あ
る
。
大
阪
府
枚
方
市
の
約

4
9,
0
0
0
㎡
の
敷
地
に
枚
方
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
「
枚
方
総
合
発
達
医

療
セ
ン
タ
ー
本
館
・
新
館
」、「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム 

津
田
荘
」、「
障
害

者
支
援
施
設 

津
田
療
育
園
」、「
厚
生

棟
施
設
」、「
看
護
師
養
成
所 

関
西
看

護
専
門
学
校
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
厨
房
は

調
理
機
器
か
ら
の
輻
射
熱
の
少
な
い

涼
厨
﹇
す
ず
ち
ゅ
う
﹈、
天
井
全
体

で
効
率
よ
く
燃
焼
排
気
、調
理
排
気

を
お
こ
な
い
換
気
量
を
従
来
よ
り
削

減
出
来
る
厨
房
換
気
天
井
シ
ス
テ
ム

（
ハ
ル
ト
ン
製
）、
洗
浄
室
に
は
集

中
排
気
、
排
熱
回
収
シ
ス
テ
ム
を
持

ち
省
エ
ネ
効
果
の
高
い
コ
ン
ベ
ア
タ

イ
プ
の
食
器
洗
浄
機（
マ
イ
コ
製
）

を
導
入
す
る
こ
と
で
従
事
す
る
方
々

の
作
業
環
境
の
快
適
性
を
大
幅
に
向

上
さ
せ
る
と
共
に
、
省
エ
ネ
を
実
現

し
て
い
る
。

　

厨
房
規
模
は
2,
0
0
0
食
／
日
と

な
っ
て
お
り
、
朝
・
昼
・
夜
、
医
療

セ
ン
タ
ー
・
特
別
養
護
老
人
施
設
の

入
所
者
お
よ
び
職
員
と
看
護
師
専
門

学
校
の
学
生
の
食
事
を
賄
う
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

ボイラー

※BOS：Black Out Start　停電時に発動機を起動すること

社会福祉法人 枚方療育園（大阪府枚方市）

「停電シェルターエリア」設置事例

停電対応型（BOS）ジェネライトと、
ガスヒートポンプエアコンを活用し
フロアの一部に停電の影響を受けない
エリアを設け、入居者の避難場所とする。
照明、空調、エレベーター、給水ポンプ等に停電時でも停電対応型ジェネライトにより給電を行い、
病院機能の一部を継続。
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な
方
の
移
動
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
が
、

給
水
の
供
給
に
は
給
水
ポ
ン
プ
が
必

要
な
た
め
、
非
常
時
の
電
源
供
給
先

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
電
力
は
B
O
S
ジ
ェ
ネ

ラ
イ
ト
の
発
電
に
て
供
給
、
空
調
運

転
は
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
（
低
消

費
電
力
）と
し
て
運
転
す
る
G
H
P

で
お
こ
な
う
こ
と
で
停
電
時
で
も
機

能
維
持
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

都
市
ガ
ス
は
耐
震
性
の
非
常
に
高

い（
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大

震
災
で
も
、ほ
と
ん
ど
被
害
の
無
か
っ

た
）ガ
ス
中
圧
配
管
で
の
引
き
込
み

と
な
っ
て
お
り
、災
害
時
で
も
継

続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
可
能
で

あ
る
。

　

停
電
時
の
供
給
エ
リ
ア
を
限
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
時
の
ジ
ェ
ネ

ラ
イ
ト
排
熱
も
無
駄
な
く
利
用
可
能

な
、
熱
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
シ
ス

テ
ム
が
構
築
で
き
て
い
る
。

　

防
災
用
に
は
非
常
用
発
電
機

1
0
0
k
V
A
を
、
医
療
機
器
用
電

力
に
は
非
常
用
発
電
機
3
0
0
k
V
A

を
専
用
に
設
け
、
停
電
時
・
非
常
時

の
電
力
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
有
し

て
い
る
。

　

電
源
コ
ン
セ
ン
ト
は
医
療
用
を
赤

色
（
非
常
用
発
電
機
系
統
）、
C
G
S

用
は
茶
色
、
一
般
用
は
白
色
と
い
う

　

病
院
の
機
能
維
持
と
し
て
は
、
フ

ロ
ア
の
一
部
に
停
電
の
影
響
を
受
け

な
い
エ
リ
ア
を
設
け
、
入
所
者
の
避

難
場
所
と
す
る
「
停
電
シ
ェ
ル
タ
ー

エ
リ
ア
」
と
い
う
考
え
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
本
施
設
に
お
い
て
は
病
棟

各
階
に
配
置
し
て
い
る「
プ
レ
イ
ル
ー

ム
」
と
「
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
「
停
電
シ
ェ
ル
タ
ー
エ
リ
ア
」
と

し
て
位
置
付
け
、
照
明
、
空
調
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
給
水
ポ
ン
プ
等
に
、

停
電
時
で
も
停
電
対
応
ジ
ェ
ネ
ラ
イ

ト
よ
り
給
電
を
行
い
、
病
院
機
能
の

一
部
を
継
続
し
て
い
る
。

　
「
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」
と
は
入
所
さ

れ
て
い
る
方
々
が
集
い
、
機
能
回
復

訓
練
等
を
行
い
な
が
ら
日
中
過
ご
す

ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
の
隣
に
は

「
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。

　

機
能
維
持
項
目
に
つ
い
て
は
、
計

画
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、「
照
明

が
点
か
な
い
」・「
暗
闇
に
な
る
こ
と
」

が
入
所
者
に
と
っ
て
一
番
の
不
安
と

な
る
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
、
入
所

さ
れ
て
い
る
方
の
中
に
は
体
温
調
整

が
困
難
な
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、「
照

明
」
と
「
空
調
」
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
共
用
部
で
は
体
の
不
自
由

　

夏
季
に
は
9
時
〜
17
時
の
間
、

B
O
S
ジ
ェ
ネ
ラ
イ
ト
を
運
転
し
、

そ
の
排
熱
は
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク（
2
2
5

R
T
×
2
台
）
に
よ
る
空
調
冷
熱
製
造
、

ボ
イ
ラ
ー
の
給
水
予
熱
へ
利
用
し
て

い
る
。空
調
は
こ
の
熱
源
利
用
機
器
に

加
え
、
運
転
条
件
の
異
な
る
箇
所
に

は
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
E
H
P
）、ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
パ
ッ

ケ
ー
ジ（
G
H
P
）を
適
所
に
配
置
し
、

室
内
環
境
の
快
適
性
を
高
め
て
お
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
も
図
ら
れ
て

い
る
。

　

本
館
で
は
8
時
〜
19 

時 

30
分
の
間
、

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
3
5
0
k
W

を
受
電
デ
マ
ン
ド
の
状
況
に
応
じ
て

運
転
し
て
い
る
。

｜ 「停電シェルターエリア」設置事例 ｜ 枚方療育園 ｜

B
C
P
対
応

運
用
方
法

た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
減
っ
て
い

る
傾
向
が
見
え
て
い
る
。

　

ボ
イ
ラ
ー
も
油
燃
焼
方
式
か
ら
都

市
ガ
ス
燃
焼
方
式
へ
切
り
替
え
ら
れ
、

C
O
2
排
出
量
の
削
減
も
見
込
ま

れ
る
。

　

本
年
度
は
運
転
初
年
度
と
し
て
運

転
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
運
転
・
負
荷

状
況
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
次
年

度
以
降
の
運
用
方
法
を
検
討
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

省
エ
ネ
、
環
境
面
へ
の
意
識
が
高

く
、な
に
よ
り
も
安
心
出
来
る
環
境

作
り
へ
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
施
設
取
材
に
あ
た
り
ご
多

忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
応
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
枚
方
総
合
発
達
医
療

セ
ン
タ
ー 

中
村
事
務
長
、大
熊
係
長

な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
紙
面
を

借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

採用システム
よ
う
に
色
表
示
に
よ
り
優
先
度
の
異

な
る
電
源
系
統
の
区
分
を
し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
6
月
か
ら
新
館
の
新
設

備
に
運
転
を
移
行
し
て
い
る
た
め
、

年
間
を
通
し
て
の
運
転
デ
ー
タ
は
ま

だ
揃
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
昨

年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
実
績
と
比

べ
る
と
、
新
館
開
設
に
よ
り
面
積
が

拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
全
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
は
増
え
て
い
る
が
、
面
積
あ

運
転
状
況

（
取
材
：
成
田 

洋
二
）

通常時
排熱利用

通常時

新館

ハルトン
天井換気

ガス温水ボイラ

ジェネリンク225RT×2台

BOSジェネライト
31kW×3台

発電

BOS
発電

停
電
シ
ェ
ル
タ
ー
エ
リ
アHR

中圧ガス

給水ポンプ

一般コンセント

エレベータ

照明

停電シェルター系統

ジェネライトによる電源セキュリティ向上

複数台での給電

※ジェネライト・エレベータの機種に制限があります。※複数台の自立出力をシンクロさせて重要負荷へ給電します。

停電時のエレベータへの給電

予め選定された負荷

連系ユニット 連系ユニット

停電

自立ユニット

自立ユニット
自立出力

自立出力

自立出力

自立出力

停電

※お客さまの状況に応じた個別検討が必要になります。 ※停電時、一旦停止します。 ※ブラックアウトスタート仕様のジェネライトに限ります。

マイクロ コージェネレーション

重
要
負
荷

重
要
負
荷

重
要
負
荷

重
要
負
荷

重
要
負
荷

重
要
負
荷

重
要
負
荷

重
要
負
荷35kW×8台

あるいは
25kW×4台
まで対応

〈参考〉

マイクロコージェネ〈ジェネライト〉はさまざまな重要負荷のバックアップ電源としてご活用いただけます。

ガスヒーポン



　

今
回
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）Ｒ
＆
Ｄ

本
部
で
採
用
し
た
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、

「
本
シ
ス
テ
ム
」と
い
う
）の
概
要
を
表

①
に
示
す
。

　

発
電
機
部
分
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ

28 27

｜ 非常用発電機兼用ガスコージェネレーション設置事例 ｜ パナソニック株式会社　Ｒ＆Ｄ本部［本社地区］ ｜

　

日
本
を
代
表
す
る
総
合
電
機
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）は

全
社
の
方
針
と
し
て
、
省
エ
ネ
、

B
C
P
※
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。R
&
D
本
部
で
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
グ
ル
ー
プ
の
中
長
期
の
社
会
課
題

を
見
据
え
た
研
究
開
発
や
新
規
事
業

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
の
研

究
開
発
拠
点
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

は
、省
エ
ネ
・
省
C
O
2
・
省
コ
ス
ト
を

表① 本システムの設備概要

パナソニック（株） R&D本部［本社地区］事業所
大阪府守口市八雲中町3丁目1番1号住所
2013年8月9日完成日
（株）竹中工務店
ＪＦＥエンジニアリング APG1000（エンジン部：ワーケシャ）

工事業者（発注先）
メーカー 型番

都市ガス 13A（中圧B） 215N㎥/h
1,000kW （6,600V）
965kW（全量温水回収 88℃）

燃料
電気
熱

非常用・
重要負荷

常用

出力

総合効率 80.9%
発電効率 41.2%
設置寸法 29.7m×5.8m
重量 68.5t
NOx対策 希薄燃焼＋脱硝（尿素還元）

用途

消防・防災・セキュリティー（入退室、情報システム）・
サーバー室（空調含む）・給水等インフラ供給（水道・トイレ）

系統連系（全量自家消費）
（デマンド抑制、CO2排出量削減、光熱費削減）

ガスエンジン発電設備［CGSシステム外観］

パナソニック株式会社 Ｒ＆Ｄ本部［本社地区］　外観

パナソニック株式会社 Ｒ＆Ｄ本部［本社地区］ 周辺図

は
じ
め
に

常
用
非
発
兼
用

コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
の
概
要

非
発
兼
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ

導
入
に
関
す
る
検
討
経
緯

ガスエンジン発電設備［R&D本部 本社地区］構内図

グラウンド
非発兼用
コジェネ設備

国道１号線

R&D本部

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
た
の
は
、Ｒ
＆
Ｄ
本

部
本
社
地
区
で
B
C
P
向
上
の
観
点

か
ら
非
常
用
発
電
機
の
導
入
を
検
討

し
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。東
日
本
大

震
災
を
受
け
、非
常
時
の
信
頼
性
の
高

い
発
電
設
備
の
導
入
の
必
要
性
が
改

め
て
認
識
さ
れ
、震
災
時
の
状
況
を
踏

ま
え
た
非
常
用
発
電
機
の
導
入
を
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
非
常
用
発
電
機（
油

燃
料
）と
常
用
非
発
兼
用
の
都
市
ガ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
比
較
検
討
を
実
施
し

た
。ピ
ー
ク
電
力
の
抑
制（
省
コ
ス
ト
）

や
、廃
熱
利
用（
省
エ
ネ
）を
推
進
す
る

に
は
常
用
運
転
で
き
る
都
市
ガ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
望
ま
し
い
。ま
た
災
害

時
の
供
給
信
頼
性
に
つ
い
て
も
、震
災

の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、液
体（
油
）燃

料
で
の
燃
料
補
給
に
困
難
が
予
想
さ

れ
る
一
方
、中
圧
B
に
よ
る
都
市
ガ
ス

な
ら
連
続
供
給
が
可
能
で
あ
る
（
阪

神
・
淡
路
大
震
災
時
も
中
圧
ガ
ス
管

ア
リ
ン
グ
A
P
G
1
0
0
0（
エ
ン
ジ

ン
部
：
ワ
ー
ケ
シ
ャ
）
で
あ
り
、
燃
料

は
都
市
ガ
ス
13
A
（
中
圧
B
）
で
ガ
ス

使
用
量
は
2
1
5
N
㎥
／
h
で
あ
る
。

出
力
は
、
電
気
：
1
,
0
0
0
k
W

（
6,
6
0
0
V
）、熱
：
9
6
5
k
W

（
全
量
温
水
回
収
88 
℃
）。効
率  

（
L
H
V
）は
、総
合
効
率
：
8
0.
9
%
、

発
電
効
率
：
4
1.
2
%
で
あ
る
。

図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、B
C
P
対
応

の
一
層
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、か
ね
て
よ
り
非
常
用
発
電

機
の
導
入
を
検
討
し
て
い
た
が
、東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
契
機

に
、R
&
D
本
部
本
社
地
区
の
非
常
時

に
お
け
る
信
頼
性
の
高
い
電
力
供
給

に
つ
い
て
再
検
討
を
行
っ
た
。そ
の
結

果
、
震
災
時
の
状
況
を
踏
ま
え
、
災
害

時
の
供
給
信
頼
性
の
高
い
常
用
非
常

用
兼
用
の
都
市
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ

ス
テ
ム
を
2
0
1
3
年
8
月
に
導
入

し
た
。

　

今
回
は
、省
エ
ネ
・
省
C
O
2
・
省

コ
ス
ト
を
図
り
つ
つ
B
C
P
向
上
に

も
対
応
し
た
常
用
非
常
用
兼
用
の
都

市
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）R
&
D
本
部

は「
ク
ロ
ス
バ
リ
ュ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
実
践
し
、
お
客
様
に『
よ
り
良
い

く
ら
し
』
を
ご
提
案
す
る
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、「
住
空
間（
住
宅
や
店
舗
、
オ

フ
ィ
ス
な
ど
の
活
動
空
間
）」「
自
動
車

関
連
」を
重
点
領
域
と
し
て
研
究
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

日
本
国
内
に
は
東
京
、
名
古
屋
、
大

阪
、
広
島
、
九
州
に
研
究
開
発
拠
点
が

あ
る
。Ｒ
＆
Ｄ
本
部
本
社
地
区
は
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
中
核
と
な
る

拠
点
で
あ
る
た
め
、エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
で
の
省
コ
ス
ト
性
・
省
エ
ネ
性

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、B
C
P
対
応
の

強
化
が
同
時
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

の
被
害
は
無
か
っ
た
）。加
え
て
、都
市

ガ
ス
配
管
の
耐
震
認
定
が
取
得
で
き

る
こ
と
が
決
め
手
と
な
り
、常
用
防
災

非
発
兼
用
の
都
市
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ

を
導
入
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

ガレージガレージ

研究機能を維持継続（電源供給継続システム：BCP対応）：
通常時は都市ガスにより
ガスコージェネレーションとして稼働し、
非常時も都市ガスによる
非常用発電機として給電を行う。

パナソニック株式会社 Ｒ＆Ｄ本部［本社地区］
（大阪府守口市）

非常用発電機兼用ガスコージェネレーション
（予備燃料不要のガス専燃認定）設置事例

本社本社

パナソニック株式会社
R&D本部
［本社地区］

国道
１号
線

至大阪
淀屋橋

守口
市

守口
市

西三荘西三荘
京阪
電車

京阪
電車

国道163号線

大阪電気通信
大学高等学校
大阪電気通信
大学高等学校

地下鉄谷町線
守口

大日
交差点
大日
交差点

八島交差点八島交差点

地下鉄谷町線
大日 大

日

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル

中
央
環
状
線
・
近
畿
自
動
車
道

N

門真市

至京都
出町柳

松心会館

門真
消防署

門真
市役所

門
真
市

門
真
市

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）

A
V
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
社

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）

A
V
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
社

モノづくり
本部
モノづくり
本部

パナソニック（株）
AVCネットワークス社
パナソニック（株）
AVCネットワークス社

AIS社AIS社

桜広場桜広場 歴史館歴史館

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）

A
I
S
社 R&D本部

［西門真地区］
R&D本部

［西門真地区］

パナソニック（株）
エコソリューションズ社
パナソニック（株）

エコソリューションズ社

至伊丹空港

※BCP ：Business Continuity Plan　事業継続計画
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は
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
向
上
と
同
時
に

省
エ
ネ
・
省
C
O
2
・
省
コ
ス
ト
達

成
す
る
た
め
に
、以
下
の
よ
う
な
留
意

を
払
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
設
置
場
所
は
、河
川
氾
濫
時
の

浸
水
防
止
の
た
め
6
0
0
㎜
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
基
礎
上
と
す
る
と
と
も
に
、

　

今
回
の
常
用
非
常
用
兼
用
の
都
市

ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
に
際
し
て

リ
ー
ン
ル
ー
ム
空
調
機
に
温
水
を
導

き
、除
湿
で
目
標
温
度
よ
り
下
が
り
す

ぎ
た
空
気
を
再
熱
す
る
際
の
熱
源
に

利
用
す
る
こ
と
で
、
重
油
換
算
で

夏
季
1
2
0
㎘
の
省
エ
ネ
が
図
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

一
方
、冬
季
は
熱
需
要
主
体
で
廃
熱

利
用
可
能
な
時
間（
18 

h
／
日
）帯
の

み
の
運
転
と
し
、重
油
換
算
で
80
㎘
を

削
減
可
能
な
見
込
み
で
あ
る
。

　

中
間
期
は
運
転
を
停
止
し
、年
間
の

　

夏
季
は
昼
間
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
運

転
と
し
、構
内
の
電
力
デ
マ
ン
ド
が
一

定
値
を
超
過
し
な
い
よ
う
に
発
停
さ

せ
て
い
る
。省
エ
ネ
性
は
、将
来
、ク

｜ 非常用発電機兼用ガスコージェネレーション設置事例 ｜ パナソニック株式会社　Ｒ＆Ｄ本部［本社地区］ ｜ ｜ 非常用発電機兼用ガスコージェネレーション設置事例 ｜ パナソニック株式会社　Ｒ＆Ｄ本部［本社地区］ ｜

Ｂ
Ｃ
Ｐ
向
上
と
省
エ
ネ
・

省
C
O
2
・
省
コ
ス
ト
へ
の

留
意
点

運
転
方
法
と
導
入
効
果（
想
定
）

　

ま
た
、都
市
ガ
ス
の
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
を
導
入
し
た
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
ガ
ス
管
の「
耐
震
認
定
」の
取
得

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
信
頼
性
向
上
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
の

ご
努
力
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

R
&
D
本
部
本
社
地
区
の
拠
点
は
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）の「
創
業
の
森
」

の
す
ぐ
横
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
歴
史
と
こ
れ
か
ら
の
未
来
の

可
能
性
の
両
面
で
象
徴
的
な
拠
点
で

あ
る
と
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、長
時
間

に
わ
た
り
設
備
機
器
の
ご
説
明
や
ご

案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク（
株
）R
&
D
本
部
の
総
務

総
括
担
当
中
村
参
事
、R
&
D
戦
略
室

の
飯
田
氏
、他
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
は
東
日
本
大
震

災
の
状
況
を
踏
ま
え
て
の
設
計
と
の

こ
と
。随
所
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）

R
&
D
本
部
の
工
夫
・
思
い
が
感
じ

ら
れ
、大
変
参
考
に
な
る
シ
ス
テ
ム
で

し
た
。

最
後
に

本システム導入に際しての留意点
災害時の水（市水）補給が不安 → 冷却塔は空冷タイプを採用給水
発電効率の高いガスエンジンを採用
熱需要が少ないためガスタービンは見送り

廃熱仕様はALL温水回収仕様
蒸気を取り出す場合は配管工事が必要であり、水管理等も煩雑なため

原動機

廃熱回収

一般暖房
［現在は、蒸気ボイラーから熱交換器を介して温水（熱交換器）を発生させて利用］
将来は、クリーンルーム空調機にも利用

利用先

耐震認定導管

蒸 気

温水

★は将来、クリーンルーム空調機に温水を導き、再熱に利用した場合の値 給排気ファン・スプリンクラーポンプ・
消火栓ポンプ・エレベーター・サーバー・
給水等インフラ供給

冷 房

冷 房

系統電力
（22,000V）

デマンド
約4,000kW

暖房（温水式）

暖房・再熱負荷（蒸気式）

再熱負荷（温水式）

予
定

中圧ガス導管 全量温水回収（88℃）

蒸気ボイラ

熱交換器

蒸気吸収冷凍機

非常用・重要負荷

常用負荷

ターボ冷凍機

システムフロー図

ガスエンジ CGS
1,000kW（1,250kVA）

本システムの導入効果
系統連系（全量自家消費、デマンド抑制）電気
現在、用途なし熱
契約デマンドを超過しないよう、発停する
（100h程度運転予定）運用

10t-CO2増加（★150t-CO2削減）
10㎘増加（★120㎘削減）

CO2排出量
重油換算量

契約電力抑制により削減
非常用として待機
系統連系（全量自家消費）

灯熱費

電気

熱

運用
CO2排出量
重油換算量
光熱費
CO2排出量
重油換算量

冬季

夏季

中間期

一般暖房用に利用（平日）
蓄熱層を活用して夜間も運転（平日18h/日運転）
将来、クリーンルーム空調機に温水を導き、
給気加熱に利用予定

廃熱利用可能時間帯のみ運転
100t-CO2削減
80㎘削減
廃熱利用により総エネルギーコスト削減
90t-CO2削減（★250t-CO2削減）
70㎘削減（★200㎘削減）

通年

給
水
で
は
災
害
時
の
水（
市
水
）補
給

が
途
絶
す
る
事
態
も
想
定
で
き
る
た

め
、冷
却
塔
に
は
空
冷
タ
イ
プ
を
採
用

し
、市
水
の
補
給
が
途
絶
え
て
も
運
転

可
能
な
も
の
と
し
た
。

　

ま
た
、原
動
機
は
発
電
効
率
の
高
い

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
採
用
し
た
。こ
れ

は
R
&
D
本
部
本
社
地
区
で
の
熱

需
要
は
多
く
な
い
た
め
、ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
を
使
用
し
た
の
で
は
排
熱
が
利
用

し
き
れ
ず
、発
電
を
重
視
し
た
た
め
で

あ
る
。

　

次
に
、G
E
の
排
熱
回
収
方
式
は
、

A
L
L
温
水
方
式
と
し
た
。蒸
気
＋
温

水
方
式
も
検
討
し
た
が
、蒸
気
量
が
少

量
な
わ
り
に
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
装
置
が
設

置
可
能
な
場
所
と
蒸
気
ヘ
ッ
ダ
ー
が

離
れ
て
い
る
関
係
上
、蒸
気
配
管
工
事

量
が
多
く
、
又
、
水
処
理
に
手
間
が
か

か
る
こ
と
を
懸
念
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。熱
の
利
用
先
で
は
、一
般
暖
房
と

と
も
に
、
将
来
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
空

調
機
に
も
利
用
す
る
こ
と
で
熱
の
有

効
利
用
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

　

ま
た
、N
O
x
対
策
は
希
薄
燃
焼

＋
脱
硝（
尿
素
還
元
）と
し
、
濃
度
は

1
0
0
P
P
M
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
電
力
の
用
途
は
、常
時

は
系
統
連
系
を
し
て
お
り
全
量
が
自

家
消
費
で
、
デ
マ
ン
ド
抑
制
・
C
O
2

排
出
量
削
減
・
光
熱
費
削
減
に
寄
与

し
て
い
る
。一
方
、非
常
時
は
、①
消
防
、

②
防
災（
＝
火
災
報
知
器
、誘
導
灯
）、

③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー（
＝
入
退
室
カ
ー

ド
・
ド
ア
開
閉
、情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の

給
電
）、④
サ
ー
バ
ー
室
へ
の
給
電（
空

調
含
む
）、⑤
給
水
等
イ
ン
フ
ラ
供
給

（
水
道
・
ト
イ
レ
）へ
の
給
電
な
ど
、非

常
時
の
必
要
機
能
を
確
保
す
る
た
め

に
使
用
さ
れ
る
。

　

常
用
で
使
用
し
て
い
る
と
き
に
電

力
会
社
の
系
統
が
停
電
と
な
る
場
合

は
、非
常
用
・
保
安
用
の
負
荷
を
生
き

残
り
さ
せ
る
と
と
も
に
、そ
の
他
の
電

力
負
荷
は
切
り
離
す
設
定
と
な
っ
て

い
る
。一
方
、
中
間
期
な
ど
熱
負
荷
が

少
な
い
時
は
、待
機
状
態
で
非
常
時
に

備
え
て
い
る
。

運
転
時
間
は
2,
5
0
0
h
の
予
定

で
あ
る
。

（
取
材
：
持
田  

正
）
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